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記憶に残る悲惨さ　
　ブル島沖で受けた空爆では、船倉
にいた約 200 人の陸軍兵士が犠牲
となった。頭部や四肢がバラバラと
なった遺体で甲板は溢れた。時間が
経つのも忘れ、軍服を赤く染め、遺
体を集め続けた。あんなつらい思い
をしたことはない。彼らは祖国に戻
り再び家族と会うことができないの
かと思うと、涙が止まらなかった。

そして終戦へ
　終戦はアンボン島で迎えた。同市
内の電気設備の点検を終え帰隊する
と、玉音放送がスピーカーから流れ

生い立ち～出征
　6人姉弟の2番目、長男として生
まれ、大阪市西区の旧居留地近くで
育った。小学生の頃から『教育勅語』
を学び、中学校では常駐する軍人の
指導のもと軍事教練を受けた。造船
会社に勤めていた 20歳のとき、海
軍の徴兵検査に合格。当時、軍人に
なることは義務だった。横須賀海軍
工機学校にて電気術を学ぶなどした
後、海軍機関兵としてインドネシア
方面（行き先は告げられないまま）
へ赴任となる。途中、魚雷攻撃を受
けながらも便船を乗り継いで島々を
渡った。

ていた。連合軍の指示で、武器をす
べて集め海に投棄した。『戦争は済
んだんや。』とほっとした。その後、
戦後処理を終え 1946 年 6 月に復
員。家族との再会にまた涙した。

感謝を忘れない…
　平成 6年の糖尿病療養中に、記
憶力低下の恐れがあると主治医から
話を聞き、戦争の記録を残す決意を
した。私の体験を通して、平和の尊
さが伝わってくれればと思う。終戦
記念日には、体験を振り返る。
　家族や友人と過ごすことができる
今、生きていることに感謝している。

青木良秀（94）大阪市生まれ 羽曳野市在住
　大阪市立実業学校電機科を卒業。戦後、造船会社に約
30年間勤める。65年目の終戦記念日に、戦争体験を綴った
『兵役の義務を全うして』（430ページ）を自費出版。

▲大分県佐伯市の
　写真店で撮影

▲当時を振り返る青木氏（自宅にて）▲自費出版本

おしえて！

つぶたん
おしえて！

つぶたん

　世界遺産登録は、地球上にある大事
な大事な遺産を守って、次の世代に
継承していくために行われるものなん
だ。日本の世界遺産といえば、姫路城
や屋久島など、美しいイメージがある
けども、人類が犯した悲惨な出来事を
鮮明に伝える様なものもあるんだ。

世界遺産って？

　原爆ドームは、「人類史上初めて使用された核兵
器の惨禍を如実に伝え、時代を超えて核兵器の廃
絶と世界の恒久平和の大切さを訴え続ける人類共
通の平和記念碑」として、平成８年に世界遺産に
登録されたんだよ。
　今年も、広島や長崎で行われる平和記念式典に

北川市長が代表で出席するんだ。また、被爆70年の節
目なので、世界90カ国以上の来賓さんも参列するんだよ。

原爆ドーム（広島県広島市中区）

　羽曳野市にも、実は、世界に誇るべき貴重な歴
史遺産があるんだ。それが古市古墳群なんだ。後
世まで末永く守り伝えるために、世界文化遺産登
録をめざしているんだ。

ずっと守り、引き継いで…

原爆ドーム

D Dream×Mei s te
r

　ドリーム
             マイスター

人の命と平和の重さ 書き綴る
  【1944年 5月 門司港出港から帰国までの2年間】

　従軍体験は誰にも話さなかった。終戦後 50年

以上、口をつぐんできた。身命を捧げながら戦った

若者がたくさんいる。ただ、その真実を伝えたかった。
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面積…26.45k㎡

人口…114,496人（前月比-121）

　男…  54,635人

　女…  59,861人

世帯…  49,150　　

　（平成27年6月30日現在）
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市民プールで元気に遊ぶ子どもたち。夏まっ
さかりの気候、熱中症(熱射病・日射病)や、
強い陽射しで高温になっている公園の遊具、
マンホールなどにご注意ください。 　去る７月９日、ベルンハルド・ツィムブルグ駐日オーストリア共和国大使、

上野俊子在大阪オーストリア名誉総領事、元特命全権大使である田邊隆一

関西日墺協会会長をお迎えし、また、たくさんの市民の皆様方にご出席いた

だき、ウィーン市１３区ヒーツィングと本市の友好都市提携２０周年記念式典

を、無事、執り行うことができました。

　シルケ・コバルド ヒーツィング区長は、公務によりご出席は叶いませんで

したが、丁重なメッセージを頂戴し、今後も、両都市の友好交流を深めてい

くことをお約束しました。

　式典に先立って、ツィムブルグ大使を本市にお招きし、応神天皇陵や駒ヶ

谷地域のぶどう畑、峰塚公園などにご案内しました。オーストリア共和国国

民を代表される大使に、我がまち羽曳野の風景をご覧いただき、風土を感じ

ていただけたと思っています。

　友好交流で、暮らす方も訪れる方も、まちを知り、好きになる。そして「羽

曳野好きな人との出会いが、羽曳野好きな人を増やす。」そんな輪を広げる

ことは、まちづくりそのものだと思っています。

羽曳野市長 北川 嗣雄

～ウィーン市13区ヒーツィング～

友好交流都市20周年

（写真上）駒ヶ谷のぶどう畑でデラウ
ェアの試食（写真右）向墓山古墳横
展示室で土器などを見学される
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　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、8 月 17 日（月）から羽曳野市ウェ
ブサイトに掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。インターネット
の閲覧ができない方は、市役所および支所で案内を配布しますのでご利用くださ
い。案内を郵便で請求する場合は、案内請求先あての封筒（大きさは問いません。）
に「職員採用試験実施案内請求」と朱書し、必ず返信用封筒（あて先に請求者の
郵便番号、住所、氏名を明記し 140 円切手を貼った封筒（角形２号封筒〔33cm×
24cm 程度〕））を同封して郵送してください。

 ●案内請求先　〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1 羽曳野市役所 市長公室 人事課

羽
曳野
市職員

羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽
曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳曳野野野野野野野野
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員

試
験
要
綱
配
布
場
所

署　所　名  住　所
同消防本部総務課 藤井寺市青山 3-613-8
藤井寺分署 藤井寺市国府 1-1-8
柏原出張所 柏原市河原町 1-90
国分出張所 柏原市国分本町 2-5-5
羽曳野出張所 羽曳野市羽曳が丘 4-14-18
高鷲出張所 羽曳野市島泉 8-8-2

  問合せ  柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 総務課 人事係 ☎ 958-9926

職　種 採用予定人数 受　験　資　格

消防吏員
Ａ

6 人程度
平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれ、平成 28 年 3 月までに大学
を卒業（見込み）の人

消防吏員
Ｂ

6 人程度
平成 4 年 4 月 2 日以降に生まれ、平成 28 年 3 月までに高校・
短期大学・高等専門学校を卒業（見込み）の人

【試験要綱配布場所】右表のとおり
　　　　　　　　　　※ウェブサイトからもダウンロードできます。

【試験要綱配布期間】8 月 10 日㈪ ～ 9 月 7 日㈪まで

【願書受付期間】8 月 17 日㈪ ～ 9 月 7 日㈪  平日 9:00 ～ 17:00

【願書受付場所】柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 ３階 総務課

【試 験 日】1 次試験　9 月 20 日（日）・21 日（祝）

[ 案内配布場所 ] 市役所３階人事課および支所

[ 案内配布期間 ] 8月17 日㈪ ～ 9 月 7 日㈪ 9:00～17:30

[ 郵送受付期間 ] 8月17 日㈪ ～ 9 月 1 日㈫（同日消印有効）

[ 持参受付期間 ] 8月17 日㈪ ～ 9 月 7 日㈪ 9:30～17:30

[ 試 験 日 ] 9月20 日㈰　（1 次試験）

※ 試験の内容については一切お答えできません。
※ ２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせします。
※ 土・日・祝日の案内配布および持参受付は行っていません。

職　種 区　分 採用予定人員 受　験　資　格

事務職 上級 5人程度
昭和 60 年４月２日～平成 6 年４月１日生まれ
学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業しているか、平成 28 年３月 31
日までに卒業見込みの人

事務職 初級 2人程度
平成 2 年４月２日～平成 10 年４月１日生まれ
学校教育法による高等学校を卒業しているか、平成 28 年３月 31 日までに卒業見
込みの人（ただし、事務職上級の受験資格を有する人は除く。）

事務職
（社会福祉） 上級 2人程度

昭和 55 年４月２日～平成 6 年４月１日生まれ
社会福祉士資格または精神保健福祉士資格を有しているか、平成 28 年３月 31 日
までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人

技術職
（建築） 上級 1人程度

昭和 55 年４月２日以降生まれ
１級建築士免許を有しているか、平成 28 年３月 31 日までに取得見込みの人で、
大学卒業程度の学力を有する人

技術職
（電気） 上級 1人程度

昭和 55 年４月２日～平成 6 年４月１日生まれ
学校教育法による大学（短期大学を除く。）において電気を専攻する学部・学科を
卒業しているか、平成 28 年３月 31 日までに卒業見込みの人

＜問合せ＞   羽曳野市 市長公室 人事課　
　　　　　   ☎ 958-1111 内線 3421・3432

（受験できる人）○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人   ○活字印刷文による出題に対応できる人
　　　　　　　○ 自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要としない人

～いつまでも輝き続ける“はびきの”を創造する仕事～

消 防 吏 員

 募 集
消 防 吏 員

 募 集
柏原羽曳野藤井寺消防組合

→詳しくはウェブサイトを
　　　　　　　ご覧ください。
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羽曳野市金婚祝賀会
【日  付】10 月 27日（火）

【会  場】ホテル・アゴーラリージェンシー堺
                   　　     ※各集合場所よりバスにて送迎

【対 象】市内居住で住民登録し、過去に申請がなく
　　　① 昭和 40 年 10 月１日以前に婚姻届を提出した方。
　　　② 実際に婚姻してからの年数が 50 年以上であること

を証明できる夫婦

【申  込】福祉支援課、支所、MOMO プラザ、丹治はやプラザ、
　 　 　 石川プラザ、人権文化センターにある申請書に記入
　 　 　 の上、婚姻日が証明できる書類 ( 戸籍謄本など ) と
　 　 　 ともに福祉支援課 ( 市役所別館４番窓口 ) へ提出。

【締 切】9 月 11日㈮　　　

敬老祝金を支給します 
　平成 27年 4 月 1日以前から本市に住民登録があり、
9月1日（基準日）に引き続きお住まいの方が対象です。
→対象者には 9 月初旬にご案内を送付します。

対象年齢 支給額
 満 101 歳以上

（大正 3 年 9 月１日以前生まれ）
5 万円

 満 100 歳
（大正 3 年 9 月２日～大正 4 年 9 月 1 日生まれ）

10 万円

 満 88 歳
（大正 15 年【昭和元年】9 月 2 日～昭和 2 年
                                           9 月 1 日生まれ）

2 万円

 満 77 歳
（昭和12年9月2日～昭和13年9月1日生まれ）1 万円

敬老祝品を贈呈します（新 70 歳の方 : 古希のお祝い）
　対象者は、8 月 1 日時点で本市に居住し、かつ住民登録している満 70 歳の方（昭和
19 年 8 月 2 日～昭和 20 年 8 月 1 日生）。8 月中旬～ 9 月下旬までにお送りします。

羽曳野市敬老会を開催！
◆式次第 ( 第１部 式典、第２部 アトラクション )
　※各会場での所要時間は、概ね 2 時間を予定
　　しています。ぜひお越しください！

日　時 会　場

９月10 日（木）

  ９:30 ～  陵南の森

 13:00 ～  丹治はやプラザ

 15:30 ～  MOMOプラザ

９月11日（金）
 10:00 ～  市民会館

 13:00 ～  石川プラザ

ご長寿をお祝いします

【問合せ】 福祉支援課
 ☎ 958-1111 (内線1214)
ＦＡＸ 957-1238

■消費生活相談■■■■■■■■■■■
消費生活専門相談員、消費生活アドバイザー
 などが相談に応じます。安心してご相談ください。

　月・水・木・金　10：00 ～ 16：00
【問合せ】産業振興課 ☎ 947-3715(直通)

酒井くにお・とおる

幸助・福助

祝

消費生活センター ご相談
その契約、本当に大丈夫？
　一人で悩んでいませんか？

～身近で起こるトラブル (実例) ～
●健康食品（サプリメント）の送りつけ
・注文していない商品を代金引換で送る、との連絡が業者からあり、断る
　と「注文時の録音がある」「裁判する」などと高圧的な態度で脅された。

●新聞解約時のトラブル
・高齢者の入院や介護施設への入所、死亡などにより家族から解約を申し
  出たところ、中途解約を認められず、高額な解約金や契約時に提供した
  景品代を請求された。
・5 年～ 10 年という長期契約を強引にさせられた。

●スマートフォンを他社に乗り換える
と安くなる、と電話で強引に勧誘され
たが、安くならない。
●インターネットで無料動画サイトに
接続すると、いきなり「登録完了」と
表示され、その後高額な請求がきた。
●訪問販売で太陽光発電のパネル設置
の強引な勧誘をされ、契約してしまった。
●賃貸アパート退去時に、契約外の原
状回復費用を請求された。

●老人ホームに投資する権利を譲って
ほしいと怪しい電話があった。
●訴訟の最終確認通知というハガキが
届いたが、身に覚えがない。
●母の持っていた振袖を無料で着付け
して化粧もしてあげると勧誘されて店
に行くと、高価な着物を強引に購入さ
せられた。
●ネットショップでスニーカーを注文
し代金を払ったが、商品が届かない。

◆消費生活相談まとめ（平成26年度・羽曳野市）

　年々増加する高齢者の消費者トラブルは
「孤独」「健康」「お金」という 3 つの不安に
つけ込まれるものが多く、被害額は高額に
なりがちです。防止にはまわりの方の見守り
が大切です。

【相談総件数 383 件（羽曳野市消費生活センター）】

～アトラクション～
野々村あい（歌謡ショー）
幸助・福助（漫才）

喜味家たまご（三味線放談）
酒井くにお・とおる（漫才）

？？

23
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25
47

63
50

69
94

0 20 40 60 80 100
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第1回 (8月号 )

 「マイナンバー制度って、
　　　　　何が始まるの？」

マイナンバー
社会保障・税番号制度

ーこれからの制度の実施予定ー
● 10 月から
マイナンバーの通知（住民票の住所へ世帯ごとに届きます。）
●平成 28 年 1月から
マイナンバーの利用開始、個人番号カードの発行開始（行政手
続きでの利用が始まります。）
●平成 29 年 1月から
マイナポータルの運用開始（自分の情報がいつ、誰が、なぜ提
供されたか確認できます。）
●平成 29 年 7 月から
地方公共団体等も含めた情報連携開始（市町村をまたがる情報
が集約できます。）

ー次回予告ー
第 2 回 (9 月号 ) 個人情報は守られるの？
第 3 回 (10 月号 ) 個人番号カードは何ができるの？

＜マイナンバー制度の問い合わせ＞
　☎ 0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル [ 有料 ]）
　平日 9:30 ～17:30（土日祝日・年末年始を除く）
※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応は
　☎ 0570-20-0291まで
※一部 IP 電話等でつながらない場合は
　☎ 050-3816-9405 まで

＜市役所への問い合わせ＞
【受付時間】平日 9:00 ～17:30（土日祝日・年末年始を除く）
・通知カード、個人番号カードに関すること
　→市民課  ☎ 958-1111（内線 1670）
・マイナンバー、情報セキュリティへの取り組みに関すること
　→情報政策課  ☎ 958-1111（内線 4751）

→詳しくはこちらをご覧ください
■マイナンバー（社会保障・税番号制度）
　　   ー内閣官房のウェブサイトー

          こちらの QR
コードからアクセスで
きます。→→→→→

          こちらの QR

Q.マイナンバーとは？
　・日本国内の全住民に通知される、一人ひとり異なる 12 桁の番号です。
　・国の行政機関や地方公共団体などにおいて、社会保障、税、災害対策の分野で利用されます。

Q. どんなときに使うの？
　・社会保障、税、災害対策の分野の手続きで、申請書などへのマイナンバーの記載が必要となります。
　・事業主は従業員のマイナンバーの提示を受けて、税や社会保険の手続きを行うことになります。

Q. 何のための制度なの？
　・所得の把握、行政サービスの受給状況の確認に使用し、行政事務を効率化します。
　・負担を不当に免れることや、不正な受給を防止します。
　・行政手続きを簡素化することにより、添付する書類が減ります。

Q. 準備に何をすればいいの？
　・住民票の住所に通知カードを郵送します。住民票の住所では郵便が届かない方、住民票と異なるところに
　　お住まいの方は、市役所、支所で手続きしてください。

　・事業者は、平成 28 年 1 月までに、新制度に対応するシステム等の整備や、従業員のマイナンバーを収集
　　する準備をしてください。

10 月から国民一人ひとりにマイナンバー ( 個人番号 ) が通知されます。
マイナンバーは長期に渡り使うものなので、大切にしてください。
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きらきらシニアきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらきらシニアきらきらシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアきらきらシニアきらきらシニアきらきらシニアきらきらシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアきらきらシニアきらきらシニアきらきらシニアきらきらきらきらシニアきらきらシニアきらきらシニアきらきらシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアきらきらシニアきらきらシニアきらきらシニアきらきらシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニアシニア 地域包括支援課（市役所別館 1 階）
☎ 947-3822   FAX 950-1030
chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

対象者　市内に在住する 65 歳以上の高齢者で、徘徊行
　　　　動により行方不明となるおそれのある方。

申　込　認知症と診断された高齢者本人か、その４親等
　　　　以内の親族。

手続き　印鑑と写真を持って、地域包括支援課 ( 市役所
　　　　別館 1階 ) へお越しください。

受付時間　月曜日～金曜日　9：00 ～17：30

 ※登録有効期間は２年間、偶数年度に更新が必要

・・・認知症を学び地域で支えよう・・・

　認知症高齢者は、情報の整理があまり得意ではありませ

ん。徘徊中に発見・保護された時に、不安や戸惑いなども
あり、普段なら思い出せることが、思い出せないケースがあ
ります。本人確認や、家族などへの連絡を迅速に行い、少し
でも早く安心できるよう、必要な情報を登録してください。

◆認知症の人への対応の心得“3 つの「ない」”
　1. 驚かせない
　2. 急がせない
　3. 自尊心を傷つけない

　認知症を理解し、認知症の人や家族を支える「認知症サ
ポーター」を増やし、誰もが暮らしやすいまちに。

　徘徊中に発見・保護された認知症高齢者本人や、その
家族のために。事前の登録で、" もしも" に備えましょう。

●希望される場合は、南河内地域の市町村（松原市、
藤井寺市、富田林市、河内長野市、大阪狭山市、太子町、
河南町、千早赤阪村、柏原市）の担当窓口への情報提
供もできます。
※積極的な捜索を行うものではありません。

●認知症高齢者が行方不明になった際、地域包括支援課から各
方面へ本人の情報を提供します。＜市役所内、すべての市施設、
在宅介護支援センター、介護保険事業所（協力承諾事業所）＞
●市内を移動中に徘徊の疑いのある高齢者を見かけたり、また
市民から情報が寄せられた場合などにスムーズな本人確認が
でき、早期発見につなげるようにするものです。

脳力アップ教室 ＜介護予防事業＞

　運動で認知症予防！？楽しく体を動かしながら、
　　脳を活性化させ、ころびにくい体をつくりましょう！

日程（全 8 回、すべて木曜日） 時間 場所 定員
  9 月 10 日、17 日、24 日

14：00 ～
           15：30

高年生きがい
サロン6 号館

20 人
程 度10 月  1日、15 日、22 日、29 日

11 月  5 日
対　象　65 歳以上の市民（運動制限のない方）
持ち物　タオル・飲み物（お茶か水）・筆記用具・上履き（スリッパ不可）
申　込　地域包括支援課へ電話、または窓口で直接申込み。 
　　　　8 月10 日（月）締切り〆

※応募多数の場合は抽選 

※初めて教室に参加する方、全日
　程に参加できる方を優先

問
合
せ

募  集   きらきらシニアプロジェクト介護支援サポーター
対  象   65 歳以上の市民
～きらプロサポーターって？～
　きらプロサポーターとして登録し、市内の介護保険施設などでボランテ
ィア活動を行うと、１時間あたり１ポイント（上限：１日２ポイントま
で）が付与されます。貯まったポイントは、１ポイント＝１００円に換算し、
年度ごとに転換交付金を受け取ることができます。
 ※上限額は 5,000 円（単年度）
 ※事前に登録手続きが必要

＜問合せ＞
●事業について
　地域包括支援課  ☎ 947-3822
●登録について
　（社福）羽曳野市社会福祉協議会
　　　　　　　　  ☎ 958-2315

きらプロサポーターになってみませんか？

羽曳野市徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク事業

羽曳野市　きらプロ

→詳しくは、
　市ウェブサイトをご覧ください。

～ネットワークの活用について～

Let's w
ork out

!
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●所 在 地
●問 合 せ
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜
●申込受付

翠鳥園2-9-101　
ＴＥＬ＆ＦＡＸ  957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月29日～１月3日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）を行なっています。
電話での受付は、申し込み日の朝９時からです。

サラダボール

子
こ

どもが成
せい

長
ちょう

する過
か

程
てい

で、私
わたし

自
じ

身
しん

、

多
おお

くの方
かた

と出
で あ

会い、また、さまざまな

出
で

来
き

事
ごと

を通
つう

じて人
ひと

の思
おも

いやりを感
かん

じな

がら成
せい

長
ちょう

できたと思
おも

っています。その

中
なか

で、今
いま

でも忘
わす

れられないエピソード

をご紹
しょう

介
かい

させていただきます。

私
わたし

の長
ちょうなん

男が通
かよ

う小
しょうがっこう

学校では、３年
ねんせい

生

になると、お米
こめづく

作りの体
たいけんがくしゅう

験学習を行
おこな

っ

ています。６月
がつ

に田
た う

植え、秋
あき

に収
しゅうかく

穫の

体
たいけん

験をし、その収
しゅうかく

穫したお米
こめ

を食
た

べる

というものです。毎
まいとし

年、長
ちょうなん

男の同
どうきゅうせい

級生

のおじいさんの田
た

んぼをお借
か

りし、田
た

植
う

えや稲
いね

刈
か

り指
し

導
どう

もおじいさんにご協
きょう

力
りょく

いただいていました。

しかし、ある年
とし

、学
がっこうがわ

校側の手
て

違
ちが

い

から、おじいさんは今
こ

年
とし

の体
たいけんがくしゅう

験学習は

実
じ っ し

施しないと思
おも

い、学
がっこう

校からお願
ねが

い

に行
い

った時
とき

には、田
た う

植えを終
お

えてし

まっていました。先
せんせいがた

生方はお願
ねが

いに

行
い

くのが遅
おそ

くなったこともあり、今
こ

年
とし

は田
た う

植えの体
たいけん

験はできないものと

諦
あきら

めていましたが、翌
よくじつ

日「今
こ

年
とし

もぜ

ひ体
たいけんがくしゅう

験学習に使
つか

ってください。」とお

じいさんから連
れんらく

絡があったそうです。

いつもの場
ば

所
しょ

は田
た う

植えも終
お

わってい

るので、別
べつ

の場
ば し ょ

所で実
じ っ し

施していただ

けるものと先
せんせいがた

生方は思
おも

っていました

が、おじいさんは植
う

えた苗
なえ

をすべて

手
て さ

作業
ぎょう

で植
う

える前
まえ

の状
じょうたい

態に戻
もど

し、子
こ

どもたちが体
たいけんがくしゅう

験学習できるよう、田
た

んぼを耕
たがや

し整
せい

備
び

をしてくれていたそ

うです。

先
せんせいがた

生方が、お手
て ま

間を取
と

らせて申
もう

し

訳
わけ

ないこと、そして子
こ

ども達
たち

ともど

もありがたく思
おも

っていることを伝
つた

え

ると、おじいさんは「昔
むかし

から息
む す こ

子や

娘
むすめ

が通
かよ

わせてもらい、今
いま

は孫
まご

までお

世
せ わ

話になっている。先
せんせいがた

生方や小
しょうがっこう

学校に

協
きょうりょく

力するのはあたりまえのことなの

で何
なに

も気
き

にすることはないですよ。む

しろ、先
せんせいがた

生方にはいつも子
こ

どもたちの

成
せいちょう

長を見
み

守
まも

っていただき、本
ほんとう

当に感
かん

謝
しゃ

しています。」と 仰
おっしゃ

ったそうです。

子
こ

どもの成
せいちょう

長を見
み

守
まも

ってくださって

いる先
せんせいがた

生方や地
ち

域
いき

の方
かたがた

々、また日
ひ び

々の

生
せいかつ

活の中
なか

で接
せっ

する方
かたがた

々への「感
かんしゃ

謝の気
き

持
も

ち」を大
たいせつ

切にすることが、思
おも

いやり

のある行
こうどう

動となることを教
おし

えていただ

いた気
き

がします。

何
なにごと

事においても「感
かんしゃ

謝の気
き も

持ち」を

忘
わす

れず、思
おも

いやりのある行
こうどう

動をしてい

きたいものです。

    羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進 協
きょう

議
ぎ

会
かい

「感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ち」

図書館だより
○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 950-5501
☎ 952-2750
☎ 957-5553
☎ 937-2355
☎ 950-2002

　8月の催し

　8月のおはなし会

L i b r a r y  I n fo r m a t i o n

中央図書館 23 日㈰ ,30 日㈰ 13:30

羽曳が丘図書館   8 日㈯ ,22 日㈯ 15:00

東部図書館
12 日㈬ 10:30

15 日㈯ 14:00

陵南の森図書館

15 日㈯ 15:00
16 日㈰
11:00（小さい子向き）
11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

 ※古市図書館、丹比図書館
　　　　　　　ー 8 月のおはなし会はお休みです。

●古市図書館  ☎ 958-0050（水～日曜日 10：00～17：30）
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 937-7210（火・木・金曜日 13：30～16：30）   ●ブックステーション青少年児童センター ☎ 952-0032（月～土曜日 9：00～17：00）

開館時間　10：00 ～ 18：00（※中央図書館は 10：00 ～ 20：00）

市
内
図
書
館

しゃぼん玉実験教室
 [ 日時 ] 8 月 29 日㈯
           14:00 ～
 [ 場所 ] 陵南の森図書館

夏休み 子ども１日図書館員

中央図書館 8 月 18 日㈫ ,
19 日㈬ ,20 日㈭
のいずれか 1 日

13:30
～

16:30

各日6人

陵南の森図書館 各日6人

丹比図書館

8 月 19 日㈬
13:30

～
16:30

2 人

羽曳が丘図書館 2 人

東部図書館 2 人

[ 対象 ] 市在住の小学 4 年生～ 6 年生

[ 申込 ] 各図書館で 8 月 4 日㈫ 10:00 受付開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※電話不可

秋の読書講演会
               「絵本づくりのアトリエより」
 講 師  小西 英子 氏（絵本作家）
[ 日時 ] 9 月 10 日㈭ 10:00 ～ 11:30

[ 場所 ] ＬＩＣはびきの 視聴覚室

[ 定員 ] 70 人（当日先着順）

※保育 ( ２歳以上 ) をご希望の方は、中央図書館
　にお申し込みください。(受付期間 8 月 10 日㈪
　～ 9 月 3 日㈭、先着８人 )

手づくりあそび「カードケースをつくろう」
古市図書館  8 月 15 日㈯ 14:00 ～（5 歳以上)

[対象]図書館利用カードを持っている児童（10 人）
[申込] 古市図書館にて 8 月 1 日㈯ 受付開始

中央図書館  8 月 16 日㈰ ①13:30～（5歳以上)
②14:15～（小2以上)

[対象]図書館利用カ－ドを持っている児童（各回10 人）
[申込] 中央図書館にて 8 月 3 日㈪ 13:00 受付開始
　　　※事前申込は羽曳野市民に限ります。

ちびっこサロン
 [ 日時 ] 8 月 12 日㈬ 10:30 ～
 [ 場所 ] 森のゆうびん局 (市役所敷地内)
    ～おはなし・手遊び・おりがみ など

図書館クエスト
 [ 期間 ] 8 月 30 日㈰まで　※実施中
 [ 場所 ] 陵南の森図書館

おはなしの森・夏休み！おはなし会
 [ 日時 ] 8 月 29 日㈯
       ①13:30 ～「牛方とやまんば」ほか
       ②14:15 ～「ゆうかんな靴直し」ほか
 [ 場所 ] 中央図書館

夏休み・よみます会
 [ 日時 ] 8 月 2 日㈰
            ① 11:00 ～ 12:00
            ② 14:00 ～ 16:00
 [ 場所 ] 陵南の森図書館

スタンプラリー
  （ブックステーションはびきのコロセアム）

 [ 期間]  8 月 28 日㈮まで
 [ 場所]ブックステーションはびきのコロセアム
                      （火・木・金 13:30～16:30）

こわ～いおはなし会
中央図書館 8 月 2 日㈰

14:00 ～
陵南の森図書館 8 月 9 日㈰

休館日
(8月)

8 月 31 日 (月)
※市内の図書館は全館休館となります。
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●臨時福祉給付金
→支給対象となる可能性のある方に、8月上旬に申請書を発送します。
　　　　※「市・府民税非課税のご確認」( 税務課より発送）に同封

申請受付を開始します。

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

＜申請方法＞
　支給要件に該当する方は、申請書に必要事項を記入の上、必要書類
　（本人確認書類・通帳の写しなど）を添付し、同封の返信用封筒で返
　送してください。臨時福祉給付金等支給業務室 ( 市役所本館４階 )、
　支所への持参も可能です。

＜支給対象者＞
　平成 27 年 1 月 1 日時点で住民基本台帳に登録があり、平成 27 年
　度の市府民税が課税されていない方。※課税されている方に扶養さ
　れている場合や、生活保護の受給者などを除く

＜支給額＞１人につき 6,000 円

＜申請受付期限＞平成 28 年 1 月 29 日（金）まで
※申請書を審査し、支給の可否を決定します。支給決定した方には、ご指
　定の口座へ給付金を 10 月以降順次振り込みます。

●子育て世帯臨時特例給付金
　支給の対象となる方（平成 27 年 6 月分の児童手当受給者）に、6
月にこども課より案内をお送りしています。未申請の方は、申請期限
の 12 月 1 日㈫までに申請してください。

●臨時福祉給付金
　臨時福祉給付金等支給業務室
　☎ 950-2177（直通）

●子育て世帯臨時特例給付金
　こども課
　☎ 947-3836

｢ 振り込め詐欺 ｣ や ｢ 個人情報の詐取 ｣ にご注意ください！
　不審な問い合わせなどがありましたら、迷わず、市や最寄りの
警察署（または警察相談電話（♯ 9110））にご連絡ください。

平成27年度

平成 27 年度は、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の両給付の
支給要件に該当する場合は、どちらの給付金も受け取ることが可能です。

問
合
せ

確認じゃ！
2つの給付金。

生活保護を受け
ている

は い

は い

は い

いいえ

いいえ

いいえ

27 年度分の
市・府民税が課
税されている。

「27 年度分の市・府民
税が課税されている方」
に扶養されている。

※チャートは一般的なケースの想定です。
※基準日は平成 27 年 1 月 1 日です。

～対象者診断チャート～

期　間　8 月 31 日（月）まで

時　間　① 9:30 ～ 11:30　  ② 12:00 ～ 14:00
　　　　③ 14:00 ～ 16:00　④ 16:00 ～ 18:00

料　金　１回あたり　大人 200 円、中学生以下 100 円

場　所　市民体育館（西浦 1047 番地）の北側
問合せ　市民プール　☎ 957-1119

   ※盗難防止のため、コインロッカー（有料）をご利用ください。

市民プール市民プール
でおもいっきりあそぼう ! !

支
給
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

臨時福祉給付金の支給対象者と
なる可能性があります。
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

      ☎956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

康

   ＜集団検診＞ 胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料 です。
  ※8・9 月分を受付中。(10 ～ 12 月分は 9 月 10 日㈭受付開始 )
  ※個別検診は、各医療機関へ直接お申込みください。
  ※検診方法などの詳細は「健康だより」(4 月配布 )、ウェブサイト、
　  婦人科検診受診券などをご覧ください。

集団
検診

 肺がん・大腸がん
（40 歳以上の市民）

8 月 31 日㈪　保健センター

9 月

  ４日㈮　コロセアム

14 日㈪　保健センター

18 日㈮　保健センター

27 日㈰　市役所 A 棟

集団
検診

子宮がん
 ※20 歳以上で
  　受診券をお持ちの方

8 月 29 日㈯ 保健センター

9 月 ４日㈮ コロセアム

あなたとあなたの家族のために

受けましょう、がん検診。「知る」は「治る」の第一歩

チョイス DE あなたに合った運動栄養スタイル
  運動と栄養のメニューから、自分に合わせて教室をチョイス！
   健康度アップを目指しましょう☆   　※受付中

[ 対象 ] おおむね 40 歳以上の市民　[ 定員 ] 各 20 人
[ 会場 ] 保健センター（※3 月 11 日は峰塚公園）

運　動
11月 26日㈭　どこDEもリラクゼーション

  ３月 11日㈮　お外DEウォーキング
 [ 時間 ]13:30 ～ 15:00（受付 13:00 ～）
 [ 持物 ] 飲み物・タオルなど
　※運動しやすい服装・くつでお越しください

栄　養
  ９月９日㈬　出汁DEベジ改善
  ２月３日㈬　カルシウムDE骨強化

 [ 時間 ]10:00～12:00 （受付 9:30 ～）
 [ 持物 ] 筆記用具・手拭タオルなど
  ※調理実習はありません。（1、2 品の試食あり）

きらり☆わたしの美活 ～女性の健康づくりのホント～

１日目は「ベジ改善 ( 試食あり )」「口から始めるアンチエイジング」、
２日目は「健康のヒ・ケ・ツ」「美ボディー改革 ( 運動 )」あなたも
美ボディのために参加しませんか？   ※受付中
[ 対象 ] 40 歳代・50 歳代の方　[ 定員 ]20 人
[ 日時 ]10 月 8・9 日 (木・金)  10:00 ～ 12:00（受付 9：30 ～）
[ 場所 ] MOMO プラザ

※ すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで 電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい締め切ります。平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末の間は各種検診・歯の健診とも
　1 人 1 回となります。☎ 956-1000（※FAX での申し込みはできません）

メタボ対策入門講座  ＜講師＞羽曳野市医師会 森 亘平 医師

 [ 日時 ] 9 月 1 日㈫ 14:00 ～ 15:30 （受付 13:30 ～）
 [ 定員 ] 30 人  ※事前申込　[ 会場 ] 保健センター４階 大会議室

熱中症にご注意ください
【熱中症…日射病や熱射病の総称】
　長時間直射日光にさらされる ( 日射病 )、また蒸し暑い

場所で過ごす ( 熱射病 ) などの場合はご注意ください。ど

ちらも体内の塩分や水分の不足により、体温調整ができ
なくなり、体温が急上昇し、脱水症状を引き起こします。

熱中症を予防するには…
　・こまめな水分補給
　・エアコンや扇風機の利用
　・暑いときは無理をしない
　・涼しい服装
　・外出時には日傘・帽子
　　　　　…などに気をつけましょう。

家族そろって食事をしましょう

8月は大阪府の食育推進強化月間

→胃がん、乳がん
定員に達したため 8・9 月分は受付
終了しました。※個別検診空きあり

●子宮がん検診対象者(平成27年度)は、20 歳以上 (平成 7 年以前の生ま
　れ ) で、奇数年生まれの方。

● 受診には受診券 ( オレンジ色のはがき）が必要です。※婦人科検診

～歯を大事にしましょう！1年1度は健診を～  

成人歯科健診  - 正しい口腔ケアを身につけよう！ -

 [ 対象 ] 昭和19・24・29・34・39・44・49 年生まれの方

●受診方法●（費用無料）
市内の指定歯科医院にて4月1日～平成 28 年 3 月末日まで。
受診券（はがき）を持参の上、受診してください。

※「未受診者受診券」を発送しました。昭和 48 年 1 月 1
日～ 12 月 31 日生まれの方で、昨年度受診していない方。

(A) 骨コツ・歯ピカ健診
 ①骨密度測定と成人歯科健診 40 人
 ②骨密度測定のみ 60 人
 [ 対象 ] 昭和 29・34・39・44・49 年生まれ
 [ 日程 ] 9月2 日㈬、10 月1日㈭、11月 6 日㈮
 [ 場所 ] 保健センター

(B) 骨・歯セット教室
 ①骨密度測定と成人歯科健診 40 人
 ②骨密度測定のみ 60 人
 [ 対象 ] 健診時点で 65 歳以上の方

8 月 21 日㈮　陵南の森
9 月 10 日㈭　保健センター
10 月 29 日㈭　保健センター

定期健康相談・栄養相談  8 月 20日㈭ ※要予約
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●予防接種《接種には母子健康手帳と予診票が必要》

 集団接種　ＢＣＧ（会場：保健センター）
　 4 カ月児健康診査をすでに受け、BCG を接種していないお子さ

んは、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。
 個別接種
　各医療機関に直接電話で予約

　※予診票がない場合は、母子健康手帳を持って健康増進課まで
　　取りにきてください。
　※詳細は「平成 27 年度健康だより」または市ウェブサイトを
　　ご覧ください。

日本脳炎予防接種について 
・18 歳になる方（平成 9 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日生まれ）に特例措置の個別通知をしております。
  通知は、既に接種された方（市外で接種を受けたなど）にも届く場合があります。必ず母子健康手帳で接種履歴を確認し、
  重ねて接種しないようご注意ください。

・平成 7 年 4 月 2 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれの方は特例措置の対象となります。
  まだ接種していない方・予診票を紛失された方は、母子健康手帳を持って、健康増進課（保健センター）窓口まで
  お越しください。

種　類 日　程 対　象　児

4カ月児健康診査
（金曜日 実施）

8 月 7 日 平成27年4月1日～16日生まれ

8 月 21 日 平成27年4月17日～30日生まれ

9 月 11 日、25 日 平成 27 年 5 月生まれ

1 歳 6カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

8 月 25 日、26 日 平成 26 年 1 月生まれ

9 月 29 日、30 日 平成 26 年 2 月生まれ

2 歳 6カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

8 月 18 日、19 日 平成 25 年 2 月生まれ

9 月 15 日、16 日 平成 25 年 3 月生まれ

3 歳 6カ月児健康診査
（火、水曜日 実施）

8 月 4 日、5 日 平成 24 年 2 月生まれ

9 月 8 日、9 日 平成 24 年 3 月生まれ

●乳幼児健診（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知が
　届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

●各種教室（会場：保健センター、要予約）
 マタニティスクール（定員 20 人・４日間で１コース）
  [ 日時 ] 9 月コース／ 3 日㈭、10 日㈭、13 日㈰、28 日㈪
             初日 11:00 ～ 15:00（ランチ付き）　
　    　　2・4 日目 13:00 ～ 15:30 
　  　  　3 日目 9:30 ～ 12:00
　　　　　　　　　　　　　※11、12 月出産予定の方優先します。

 離乳食講習会（定員 15 人・保育あり）　
  [ 日時 ] 9 月17 日㈭・10 月 14 日㈬のいずれか 1 日
  　 　　13:00 ～ 15:30
  [ 対象 ] 4 カ月児健康診査 受診後～ 10 カ月までの乳児の
  　　　  保護者 (講習会の対象となるお子様のみ、保育の対象)

●各種相談
　～子育てのことで悩んでいませんか？
　　　　ちょっとしたことでもご相談ください。
　　　　　　　　保健師や栄養士などが対応します。～

 育児相談　（電話・来所　平日 9:00 ～ 17:30)

　お子さんの発育や発達、栄養に関する内容をはじめ育児

　全般について、相談をお受けします。

 ことばの相談　（予約制 )

　こどもの発音、言葉の遅れなどの相談をお受けします。

＜

無
料

＞

ＨＩＶ即日検査 ( 抗体検査 ) 毎週水曜日
[ 匿名可 ]   9:30 ～ 10:30

肝炎ウイルス検査　　 第 2、4 水曜日
＜予約制＞ 13:30 ～ 14:30

風しん抗体検査　　　　 第 2、4 水曜日
＜予約制＞ 13:30 ～ 14:30

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

＜予約制＞
（こころの病気、アルコール依存症など）

医療機関に関する相談 毎週月～金曜日
  9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料

＞

水質検査
（飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水）

＜予約制＞
依頼の際は、お問い合わせください。

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週月～水曜日  9:30 ～ 12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査 毎週月～木曜日  9:30 ～ 12:00

室内空気検査
（ホルムアルデヒド・VOC）

＜予約制＞
依頼の際は、お問い合わせください。

飼えなくなった犬の引き取り窓口は、大阪府動物管理指導所藤井寺分室 ( ☎ 937-
1101) です。要事前相談。引取時間㈪㈬ 9:30 ～ 12:00、有料、要印鑑。

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 955-4181 ■生活衛生室 ☎ 952-6165　　　　　※いずれも土、日、祝日は除く

3種混合 (ジフテリア・百日咳・破傷風 )、
    ポリオワクチンの接種が完了していない方へ
・3 種混合の予防接種が途中の方でポリオワクチンをすでに 2 回接種している方は、
  早めに予防接種の実施医療機関にご相談ください。

乳児後期健診 ～忘れていませんか？？～
→ 9 カ月になる前に受診票を郵送しています。
  ・健診時期は 9 カ月～１歳になる誕生日の前日までです。
  ・誕生日以降は使用できません。

※手元に受診票がない方 ( 転入・紛失など ) は、健康増進課
　( 保健センター ) までご連絡ください。
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壷井浄水場 ～“おいしい水”のできるまで～

　4月から6月にかけて、小学校4年生の児童（13校・953人）

が壺井浄水場を見学し、水道水ができるまでの過程を学び

ました。ビデオやスライドでの施設紹介、沈でん池やろ過

池の見学、試薬を使った水質実験など、初めて知る水道水

のしくみに、児童らからはたくさんの質問が挙がりました。

　水道局では、水道について関心を持ち理解を深めていた

だくために、市民を対象に浄水場見学の受入れを行ってい

ます。ご希望の方は、地域の団体や複数人のグループでご

連絡ください。

地元だけが知る、とっておきのビュースポット

　7 月 8 日㈬、大阪府内の景観資源を新たな視点から捉え、

「大阪の魅力」として発信する「大阪府ビュースポット景観

形成会議」が発足しました。本市からは竹内街道沿いの歴

史的景観をいかした町並みなどを候補地とし、地元の人だ

からこそ知る眺めの

いいポイントを紹介

しました。多くの方々

に訪れていただける

よう、今後も景観形

成の整備に取り組ん

でまいります。

シニアからはじめた国際ボランティア

　羽曳野市在住の松本英知さんが、国際協力機構（JICA）

のシニア海外ボランティアとしてミクロネシア連邦に約 2

年間赴任されます。「製薬会社に勤めながら海外ボランティ

アにチャレンジしたいと考えていました。」と語る松本さん

は、首都のポンペイ州

立病院で、品質の高い

医療を提供するために

業務状況の精査や、シ

ステムの再構築のため

の提案を行うとのこと

です。（写真は 6 月 26

日㈮、市役所にて）

「ＰＴＡソフトバレー
　　　ボール大会」結果
　７月３日㈮、はびきのコ
ロセアムで羽曳野市ＰＴＡ
連絡協議会女性部会主催に
より開催されました。

ホップの部 ステップの部 ジャンプの部

優勝 西浦東幼稚園 優勝 高鷲南幼稚園 優勝 高鷲小学校

準優勝 河原城中学校 準優勝 西浦東小学校 準優勝 高鷲中学校

敢闘賞 高鷲北幼稚園 敢闘賞 峰塚中学校 敢闘賞 高鷲北小学校

「“みやび ”の集い」開催

　6 月 7 日㈰、日本語教室を行っている「羽曳野国際交流ボ

ランティアサークルみやび」主催で、生徒らの交流パーティー

が市民会館で開催され、外国人住民（出身国：中国・台湾・

ベトナム・フィリピン・インドネシア・ナイジェリア・カナ

ダなど）約 60 人が集いました。彼らのスピーチでは、日本

人は勤勉で親切、生活

は便利だが物価は高

い、などの日本に対す

る印象や、また、母国

を離れ、始めた生活に

慣れるまでの寂しさな

どが語られました。

「駅前花いっぱい活動」緑を増やし、心も豊かに。

　6 月 20 日㈯、緑の少年団が高鷲駅・古市駅・駒ヶ谷駅

にあるプランターに色とりどりの日々草を植えました。「緑

を愛し、緑を守り、

育てる心を養う」を

モットーに、緑あふ

れる羽曳野市を目指

し、今後も活動を続

けたいと元気に話し

てくれました。

迫力あふれる声量で、多くの人に白鳥伝説を。

　7 月 2 日㈭、ボランティア団体「四
し と よ

十四の会」による創作

朗読劇「白鳥になった皇子」の練習が市民会館で行われまし

た。同劇は本市ゆかりのヤマトタケルノミコトをモデルに

した創作劇で、台本を手に

朗読するスタイル。演じる

のは羽曳野・藤井寺両市の

市民ら十数人で、同劇は同

月11日㈯、吉村家住宅(島泉)

でも披露されました。

▲本市の景観について説明する酒井副市長
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花いっぱいのオアシス（下印池パークはびきやま）

　6 月 25 日㈭、パークはびきやま管理運営協議会と埴

生南幼稚園で花苗（ポーチュラカ、ベゴニアなど）の

定植を行いまし

た。園児らは、自

分たちで育てた愛

情たっぷりの花苗

を、小さな手で一

生懸命植え、園内

はカラフルに彩ら

れました。

短冊に願いを込めて…

　7 月 5 日㈰、古市駅前東広場で七夕祭を実施しました。

会場には約 2,500 人が訪れ、魚の激安市や軽トラ市、新

鮮なぶどうや桃の販売などで賑わいました。また、子ど

もたちは、埴輪パズルや古代衣装での記念撮影などで楽

しんでいました。夕暮れ時には篠
しのぶえ

笛とピアノのデュオが

心安らぐ時間を演出し、古市小学校体育館では映画「あ

したになれば。」の上映会も行いました。短冊に綴られ

たたくさんの願い事も、遠く織姫と彦星のもとまで届い

たことでしょう。

ふわふわ甘酸っぱい、初恋の味ドーナツ！
　7 月 7 日㈫、特産品のイチジクを使ったスイーツを、
管理栄養士を目指す大阪府立大学の学生らが開発し、
競い合う審査会が、同大学羽曳野キャンパスで行われ
ました。６つの作品から、最優秀賞に選ばれた「いち
じくほっぺ」は早ければ年内にも商品化される予定で
す。いちじくほっぺは、焼きドーナツなのにモチモチ
でふわふわの食感で、イチジク以外には市内にある醸
造所の白ワインが使われているそうです。 ▲「いちじくほっぺ」を製作し

　 た学生ら

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

< 白 鳥 > < 古 市 >< はびきの >

母の亜貴さん 撮影母の亜弥さん 撮影 母の知美さん 撮影

有
ありもり

森  亜
あ み

美ちゃん

(左)篤
あつ

志
し

ちゃん・4 歳   (右)唯
ゆい

ちゃん・6 歳

瑚
こ

 夏
なつ

 ちゃん

聖
しょうさく

朔  ちゃん
 江

え

口
ぐち

益
ますくら

倉  碧
あ お と

大ちゃん
平成24年11月14日 生まれ平成24年7 月 4日 生まれ

平成26年11月8日 生まれ平成26年9 月11日 生まれ
とっても仲良し！みんなの笑顔が大好き♪2 人の笑顔が大好きよ！！

元気に大きく
        育ってね！
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp 制　度

主な公共施設

羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言　○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言　○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

エコプラザはにふ

時とみどりの交流館
（峰塚公園管理棟）
道の駅 しらとりの郷・羽曳野
総合棟(休業日毎週木曜日・年末年始）
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

向野老人いこいの家

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防組合

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻956-7867
☎959-3567　
℻959-3568
☎942-6647　
℻942-6647
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3350
☎953-6361　
℻953-6361
☎952-0033　
℻952-0033
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

「子ども医療費助成」通院時の医療費が『小学校６年生まで』拡大されます
　子どもたちの健やかな成長を願い、子育て世代の経済的負担をさらに軽減するた
め、10 月診療分から、新たに小学校６年生までの「通院時の医療費」を助成します。
今回の拡大により対象となる小学校４年生～６年生までのお子様には、９月下旬
に医療証をお届けします。
　保険証に添えて医療機関などへ提示することで、１つの医療機関あたり１日につ
き500 円（月２日限度）のみの自己負担金で受診できます。
　なお、小学校３年生までのお子様は、現在お持ちの医療証を引き続きお使いくだ
さい。小学校３年生のお子様で平成 28 年３月31日までの医療証をお持ちの方は、
平成 28 年３月末までに４月以降使用できる医療証をお届けします。
対象　小学校６年生まで（12 歳の誕生日以後の最初の３月31日まで）
　　　平成 15 年４月２日以降に生まれ、市内在住、健康保険に加入している方。
　　　 ※なお、ひとり親家庭医療費、障害者医療費の助成を受けている方や、生活保護を受
　　        けている方は引き続き公費で医療費が給付されますので、対象となりません。

問合せ　保険年金課　☎ 958-1111　内線 1330

国民健康保険　30 歳からの人間ドックのご案内
　生活習慣の予防、早期発見・早期治療のため国民健康保険被保険者の方に、人
間ドックの費用助成を行っています。満 30 歳以上の方から受診できます。「自分は
まだ若い、健康には自信がある」と思っていても、生活習慣病は自覚症状が出にくく
気づいたときには進行していたということも少なくありません。助成は年１回のチャ
ンスです。
受診対象（次の条件を満たしている人が対象となります）
　①羽曳野市国民健康保険被保険者証の交付を受けて６カ月以上経過しており、
　　受診当日も資格を有する人。
　②受診時、満 30 歳以上 74 歳以下で内臓疾患の治療を受けていない人。
　③現年および過年の国民健康保険料を完納している人。
　※人間ドックは特定健診と同時実施しますので、40 歳以上の方が同一年度内に受診でき 
　　るのは、特定健診か人間ドックのどちらか一方です。
　　（すでに特定健診を受診された方は人間ドックを受けられません。）

受診種目　［基本検査］人間ドック（身体測定・血液検査・尿検査・心電図・腹部超
　　　　　　　　　　 音波検査・レントゲン検査など）
　　　　　［オプション検査］脳ドック(MRI・MRA)・レディースドック（乳がん・子宮がん）
　※オプション検査のみの実施はできません。オプション検査ご希望の場合は基本検査を必
　　ず受けていただきます。

申込・問合せ　受診希望月の約２カ月前までに申し込んでださい。
　［必要なもの－被保険者証・印鑑・特定健診受診券（40 歳以上の方）］
　保険年金課（１階③番窓口） ☎ 958-1111　内線 1761　※電話申込、支所での
受付は行っていません。

国民健康保険・後期高齢者医療『日曜窓口・夜間窓口』
　国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付相談について、『日曜窓口・夜
間窓口』を開設します。

問合せ　保険年金課　☎ 958-1111　内線 1750・1751

日曜窓口  8 月 23 日㈰ 10:00 ～ 15:00
 市役所 本庁１階 保険年金課 ③窓口

夜間窓口  8 月 13 日㈭・25 日㈫ 18:00 ～ 20:00
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お知らせ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

国民健康保険への加入・脱退手続きをお忘れなく
　会社を退職された場合や社会保険の扶養を外れた場合など国保に加入される場合は
14 日以内に手続きが必要です。手続きが遅れた場合、保険料は国保加入資格が発生し
た月分から納付が必要ですがこの間の医療費は全額自己負担になります。

　 
　　　　　　※４月～８月の医療費は全額自己負担です。
　また、国保に加入されている方が就職され社会保険（被用者保険）などに加入された
場合も、国保の脱退手続きが必要です。
問合せ　保険年金課　☎ 958-1111　内線 1740･1760

【加入の届出が遅れた場合（例：４月に会社をやめて９月に国保加入の届けをした）】

さかのぼって保険料を納めます

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月

個人事業税
 【第１期分】納期限８月 31 日（月）
 期限内の納付をお願いいたします。

● 年間の税額が１万円以下の場合は、
第２期分の納付書はありません。

● 個人事業税の納付用紙のうち、コンビ
ニ収納用のバーコードの印刷がある
もの（30 万円以下のもの）について
は、納付書に記入されています全国の
コンビニで納めることができます。

● 納付には、便利で安心・安全な「口      
座振替」をぜひご利用ください。

●問合せ　大阪府南河内府税事務所
　☎ 0721-25-1131
　府税ウェブサイト「府税あらかると」　
　を検索。

８月に第１期分および第２期分の納付書を
まとめて送付します（口座振替ご利用の方
を除きます。）ので、納付時には、お間違
いのないようご注意ください。

相続・遺言・登記無料相談会　司法書士が無料で行います。お気軽にご相談ください。

日時　８月８日㈯　10:00 ～16:00　相談時間は１組当たり30 分程度　予約不要。
会場　LIC はびきの ２階　パソコン教室内
主催　大阪司法書士会堺支部　問合せ　福冨　☎ 938-7608

固定資産税・都市計画税の減免制度
　対象は①～④の要件すべてに該当する納税義務者です。
対象　①納税義務者が平成 27年１月１日現在で 65 歳以上、障がい者、寡婦ま　　
　　　　たは寡夫のいずれかであること。
　　　②納税義務者および当該納税義務者と生計を一にする者の全員が、住民税　　
　　　　均等割非課税限度額以下の所得であること。

　　　③所有している固定資産が自己居住用だけであり、所有家屋の延床面積が　　
　　　　70 ㎡以下であること。
　　　④固定資産の年税額（土地・家屋）の合計が５万円以下であること。
減免率　固定資産の年税額（土地・家屋）の２分の１
申請　減免申請書に必要事項を記入押印の上、８月31日（土・日・祝日を除く、
　　　９:00 ～17:30）までに、税務課固定資産税担当に提出してください。
　　　※申請は毎年必要。
受付・問合せ　固定資産税担当（本庁１階⑨⑩窓口） ☎ 958-1111  内線 1540･1550

扶養の人数 扶養がない場合 扶養が 1 人の場合 扶養が 2 人の場合 扶養が 3 人の場合

前年の合計所得金額 320,000 円 830,000 円 1,150,000 円 1,470,000 円

住民税均等割非課税限度額（市税条例第14条第２項）

児童扶養手当現況届
対象　ひとり親家庭などで児童扶養手当を受給している方。
　　　（所得状況により支給が停止されている方も含む）
届出　対象者には案内を送付しますので、８月３日㈪～ 31日㈪９:00 ～17:00 まで　
　　　に必要書類を持参の上、こども課で手続きをしてください。ご本人による届出が
　　　ないと手当は支給されません。
問合せ　こども課　☎ 947-3836（直通）

特別児童扶養手当所得状況届
対象　障がいのある子どもを養育し、特別児童扶養手当を受給している方。
届出　 対象者には案内を送付しますので、８月11日㈫～９月10 日㈭９:00 ～17:00 ま

でにこども課で手続きをしてください。届出がないと手当は支給されません。
問合せ　こども課　☎ 947-3836（直通）

･･･ お知らせ ･･･
　子育て支援課は４月よりこども課に課名変更しました。窓口も別館１階から本館１
階①に移動しました。ご注意ください。

税理士による
無料税務相談センター
　口頭による所得税･相続税や経理な
どに関する相談。納税協会・府税事務
所（富田林市）でも開催しています。
日時　８月19 日㈬  13:00 ～16:00
会場　市役所 １階税務相談コーナー
　（市民相談室）
対象　一般納税者で、税理士の関与
　がない方。
時間　１人 30 分程度
予約　電話申込（先着順）状況により
　当日申込も可。
申込・問合せ　
　近畿税理士会 富田林支部事務局
　☎ 0721-25-6250
　（月～金曜日９:00 ～16:00）

毎月勤労統計調査「特別調査」
にご理解・ご回答を!
　７月 31日現在で、常用労働者１人
から４人を雇用する事業所を対象に毎
月勤労統計調査「特別調査」を実施し
ます。８月上旬から対象調査区内の全
事業所に知事が任命した統計調査員が
お訪ねし、常用労働者数などを調査し
ます。
問合せ　厚生労働省・大阪府総務部
　統計課  ☎ 06-6210-9200（直通）
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研志会会員による無料法律相談
（要予約）
日時　８月30 日㈰  13:30 ～16:30
会場　市役所 Ａ棟中東 会議室
内 容　相続・遺言、許認可、社会保険・

労働問題、その他日頃の法律上の悩
み事。当日の相談は、行政書士、土地
家屋調査士、社会保険労務士、弁護
士などが担当します。

申込・問合せ　要予約
　NPO 法人研志会　河上　
　☎ 951-2290（平日９:00 ～13:00）

排水設備工事（水洗化工事）の助成制度

対象　くみ取り便所改造工事と浄化槽切り替え工事で、家屋の新築や便所の増築につ
　　　いては対象となりません。
方法・金額　助成制度には、補助金の交付と融資のあっせん（銀行貸し付け）があり
　　　　　　両方受けることもできます。
　◎補助金　建物の形態や便所の処理方法や個数により異なりますので、詳しくは
　　　　　　 お問い合わせください。

　◎融資の斡旋　50 万円を限度とし工事にかかった費用分を斡旋します。
　◎要件　①市税、下水道受益者負担金の滞納がないこと。
　　　　　②供用開始から３年以内に工事を行うこと。
　　　　　③融資の斡旋を受けるときは、府内在住の連帯保証人があること。
　※詳細は、事前に下水道総務課までお問い合わせください。

申込　指定工事店を通じて申請してください。
問合せ　下水道総務課　☎ 958-1111　内線 2370・2390

　市では、改造工事や切り替え工事の負担を少しでも軽くし、速やかに公共下水道に
接続していただくための助成制度を設けております。

（例）一戸建て住宅
くみ取り便所         10,000 円

浄化槽           8,000 円

公共下水道供用開始
　８月１日㈯から、誉田・西浦・はびきの・伊賀・高鷲・島泉・樫山・野・河原城・桃山台・郡戸・
向野・野々上・東阪田地区のそれぞれ一部の地域で公共下水道の使用が可能となり、処
理区域は 951ha に広がり、整備率は 81.6％に達しました。

（処理区域図は下水道総務課に備え付けています）
排水設備工事（水洗化工事）は３年以内に指定工事店で
　処理区域になると、供用開始から３年以内に公共下水道に接続する排水設備工事を
してください。生活環境の改善や河川・水路の水質保全のため、速やかに工事を行って
ください。まだ工事がお済でない方は早期に行ってください。なお、工事の見積もりや市
への申請手続きなどは本市指定工事店を通じて行ってください。（一覧表は市ウェブサ
イト・下水道総務課に備え付けています）

税務職員などを名乗る不審電話にご注意ください！
　最近、市役所の税務職員や大阪債権回収機構という架空の団体の名称を名乗り、個
人情報を聞き出そうとする事例が発生しました。
　税務職員やその関係者を名乗る者から電話などがあり、その内容について不審に思
われた場合には即答を避け、相手の所属部署、氏名、電話場号を確認した上でいったん
電話を切り、[ 市役所税務課 ☎ 958-1111 内線 1420] までお問い合わせください。

【被害に遭わないために、次の点にご注意ください】
 ①市や大阪府域地方税徴収機構では、地方税の納税のために金融機関の口座を指定
　 して振り込みを求めることはありません。
 ②市や大阪府域地方税徴収機構では、還付金受取りのために金融機関等の ATM（現
　 金自動預け払い機）の操作を求めることはありません。
 ③少しでも不審に感じたら、何も答えずいったん電話を切り、市役所税務課まで 
　 お電話ください。（☎ 958-1111　内線 1420）

介護サービスを受けるときは負担割合証の提示を!
　８月から介護保険サービスを受ける際は、介護保険被保険者証と負担割合証（水色）
の提示が必要です。負担割合証は 65 歳以上の方で、現在介護認定を受けている方全
員に７月に送付しました。負担割合証に記載している割合（１割または２割）に応じた額
が、自己負担額になります。ただし、利用者負担には上限があり、越えた分については、
高額介護サービス費が支給されます。
 ※負担割合証の提示がない場合は、一旦、２割負担となります。１割の方は、後日
    提示の上、払い戻しを受けてください。
問合せ　高年介護課　☎ 958-1111　内線 1370・1395

はびきの中学生 study- Ｏ
８月・９月の実施日程

【東教室（市役所）】
　 8 月 2 日㈰、9 日㈰、23 日㈰、
           29 日㈯
　 9 月 13 日㈰、20 日㈰

【西教室（あいあいハウスおよび支所）】
　 8 月 2 日㈰、9 日㈰、23 日㈰、
　        29 日㈯、30 日㈰
　 9 月 13 日㈰、20 日㈰、27 日㈰

【講義開催日】
  9 月 13 日㈰  AM：西教室  PM：東教室

政策推進課特命プロジェクトチーム
☎ 958-1111　内線 3530

 生徒の参加申し込みは、随時受付中！
中学生に勉強を教えていただける
大学生サポートスタッフも募集中！

 詳しくは市ウェブサイトまたは担当まで。

注意 !! 肉の生食や加熱不足によ
る食中毒が多発
　「新鮮」だからといって「安全」で
はありません。新鮮な食材であっても
腸管出血性大腸菌やサルモネラ、カ
ンピロバクターのような食中毒菌がつ
いている可能性があります。
　お肉は中心部まで十分に加熱してく
ださい。（75℃1分以上）特に、子ども、
高齢者は重症化することがあります。お
肉を生で食べないようにしましょう。
問合せ　藤井寺保健所　生活衛生室
　食品衛生課　☎ 952-6165
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平成 27年度　中学校卒業程度認定試験
　やむを得ない理由で義務教育を終えることができなかった方に、高等学校などへ進
学の道を開く文部科学省の認定試験が次のとおり行われます。合格者には高等学校の
入学資格が与えられます。
資格　① 就学義務猶予免除者である方または就学義務猶予免除者であった方で平成

28 年３月 31 日までに満 15 歳以上になる方
　　　② 保護者が就学させる義務の猶予または免除を受けず、かつ、平成 28 年３

月 31 日までに満 15 歳に達する方で、その年度の終わりまでに中学校を卒
業できないと見込まれることについてやむを得ない事由があると文部科学
大臣が認めた方

　　　③平成28年３月31日までに満16歳以上になる方（①④に該当する方を除く）
　　　④日本国籍を有しないで、平成 28 年３月 31 日までに満 15 歳以上になる方
受付　８月 24 日㈪～９月11日㈮　消印有効 文部科学省に出願書類を提出（郵送）
試験日　10 月 28 日㈬　10:00 ～
試験場　エル・おおさか ６階 601号室　大阪市中央区北浜東３-14
試験科目　国語、社会、数学、理科、外国語（英語）
問合せ　学校教育課　☎ 958-1111　内線 4162

　東日本大震災では、地震発生時の判断と行動が生死を大きく分けました。
　災害発生時にきちんと行動するには、正確な情報をいち早く知ることが大切です。
　この訓練では、携帯電話に訓練情報を送信します。地震発生時、どのようにして
情報を入手し、どのように対応するのか、これらについて考え・行動するきっかけ
を提供します。この機会に防災訓練への参加を呼びかけ、災害時の初動の大切さ
について理解を深めていただきたいと考えています。

実施日時　９月４日㈮　11:00 開始　　　主催　大阪 880 万人訓練実行委員会
　《注意》　○緊急地震速報のブザー音ではありません。
　　　　　○マナーモードでも着信音が鳴ります。
　　　　　　※ 映画館などでは電源を切ってください。

　　　　　○府内全域向けの送信に続いて、２回目を送信する市町村があります。
             　　※ 携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社にお問い合わ

せください。対応していない機種をお持ちの方はおおさか防災
情報メールや Yahoo! 防災情報 への登録ができます。

問合せ　府民お問合せセンター　☎ 06-6910-8001

詳しくはウェブサイト 大阪 880 万人訓練 検索

※８月１日㈯の「あすかてくるで」「タケル館」の営業時間は、17:00 まで。
※９月 17 日㈭は、「あすかてくるで」のみ臨時営業します。

施設名 施設概要 開館時間 臨時営業・休館日
野外活動広場（総合棟）

☎ 957-6900
 バーベキュー広場・芝生広場・ 子供遊具

９:30 ～ 18:00
［休館日］
毎週木曜日

休憩情報案内施設棟  交通情報・観光情報などの提供
トイレ棟

（公衆電話・駐車場）
 24 時間利用できる
 トイレ・ 公衆電話・駐車場

24 時間利用 無休

商工物産館
（タケル館）

 地元特産品販売 ☎ 957-8180 ９:30 ～ 18:00 ［臨時営業日］
８月 13 日㈭

［休業日］
臨時営業日を

除く毎週木曜日

 喫茶・軽食（パンロード）  ☎ 957-8800 ７:00 ～ 18:30
 はびきのうどん ☎ 958-2233 11:00 ～ 18:30

JA 大阪南農産物直売所
（あすかてくるで）

 地元の野菜・果物・花木の販売 ☎ 957-8318 ９:30 ～ 18:00

道の駅しらとりの郷・羽曳野　８月の営業および臨時営業

中学校給食の生徒向け試食会を
開催します！
　懇談会でご案内いたしました、中学
校給食の生徒向け試食会を９月に行い
ます。
対象　市立中学校に通う生徒

【誉田・高鷲・高鷲南中学校】
　［１年生］９月８日㈫
　　　　  　カレーライス
　［２年生］９月９日㈬　
　　　　     鶏のすきやき風
　［３年生］９月 10 日㈭　
　　　　     豚肉キムチまぜまぜごはん

【羽曳野・峰塚・河原城中学校】
　［１年生］９月 11 日㈮
　　　　     鶏のからあげ甘辛風
　［２年生］９月 15 日㈫
　　　　     豚肉のソースがけ
　［３年生］９月 16 日㈬
　　　　     鶏の天ぷら
  ※詳しい献立については、懇談で配
　　布の「中学校給食の学年別試食会
　　について」をご確認ください。
費用　100 円（通常は 300 円です。）
申込・問合せ　８月７日㈮まで電話で
　追加募集を行います。
　教育総務課　
　☎ 958-1111 内線 4112　

陵南の森老人福祉センター
足湯の休止
　足湯設備のメンテナンスのため次の期
間休止します。ご協力お願いいたします。
休止期間　８月１日㈯～ 31日㈪
　※９月１日㈫より通常営業します。
　　（土・日･祝日・年末年始を除く）
　　10:00 ～16:00
問合せ　同センター　☎ 952-2751

はびきのおもちゃ病院
日時　８月９日㈰　９:00 ～12:00
会場　市役所別館 ２階
費用　部品交換が必要な場合は実費負
　担になります。
　※おもちゃの修理に興味のある方　
　　を募集をしています。
問合せ　羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 958-2315
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地震に対する日常の備え
　地震が発生した時、被害を最小限におさえるには、一人ひとりが冷静に行動するこ
とが重要です。日頃から地震発生時に備え、自分自身の安全確保や非常持出品などに
ついて、家庭で取組むことが大切です。
１．家庭での防災会議
　まず自分自身の安全確保を第一に考え、家族が慌てず行動できるよう、日頃から避
　難場所、経路などを話し合い、情報を共有しましょう。
２．備蓄品・非常持出品を備える
　　地震が発生すると普段どおりの生活ができなくなることもあります。少なくとも、３
　日間程度の水や食料品などの『備蓄品』を備えましょう。被害によっては、避難をす
　ることもあります。『非常持出品』を準備しましょう。
問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合　☎ 958-0119

堺市都市計画道路の変更に関する説明会と公聴会
　堺市では、都市計画道路（丹上小平尾線など）について、説明会と公聴会を開催します。

①説明会　日時 ８月 22 日㈯ 14:30 ～　会場 堺市美原区役所 ５階 会議室

　　　　　※本案件の説明は、他の都市計画に関する説明終了後に行います。

②公聴会　日時 ９月16 日㈬ 14:00 ～　会場 堺市役所本館３階大会議室２・３

　　　　　公述申出　堺市都市計画課に設置（市ウェブサイトからもダウンロード

　　　　　　　　　  可能）の申出書にて直接か郵送にて申し込み

　　　　　傍聴申込　はがき、メール（先着 20人）

　　　　　記入事項　住所、氏名、電話番号、原案の名称、傍聴希望の旨（傍聴申

　　　　                込の場合）　

　　　　　申出期間　８月 21日㈮～９月４日㈮（必着）までに堺市都市計画課

③各案の概要の公開
　　　　　公開場所　堺市役所市政情報センター、堺市ウェブサイトなど

　　　　　公開期間　（説明会）８月１日㈯～　（公聴会）８月 21日㈮～

問合せ・申出　〒 590-0078　堺市堺区南瓦町３-１　堺市都市計画課

　　　　　　　☎ 072-228-8398　メール tokei@city.sakai.lg.jp

世界遺産をめざす古市古墳群周辺での新たな屋外広告物規制等
　老朽化や自然災害の影響で、広告物の落下事故が全国で起こっています。適切
な設置、管理にご配慮ください。また、設置には「許可」が必要な場合があります。
　大阪府では、平成 28 年１月から世界遺産登録をめざす古市古墳群の緩衝地帯で
新たな規制を予定しており、「許可が必要な場合で、現在無許可状態にある広告」は、
その際に適用される「経過措置」を受けられません。ご注意ください。
問合せ　都市計画課　☎ 958-1111　内線 2572

犬や猫を飼われている方へ隣近
所・地域に迷惑をかけないで
　フンや尿などの生活環境被害の苦
情が多く市に寄せられています。

【猫の飼い主の方へお願い】
●フン、尿は自宅の決まった場所で
　させるようしつけましょう。
●地域猫と間違われないように首輪
　をつけましょう。
● 地域猫などを増やさないためにも

不妊去勢の手術を行ってください。

【飼育されていない鳥類・小動物など   
への餌やりによる被害について】
● 鳥類・小動物などへの餌やりによ

り、その周辺にすみつき、フン・尿・
ごみが荒らされるなどの被害が起
こっています。

【犬の飼い主の方へお願い】
●しつけをしっかりとしましょう。
● 散歩などをするときは、犬を制御

できる人が綱やリードを付けまし
ょう。フンは持ち帰り、飼い主が
責任をもって処理しましょう。ま
た、他人の迷惑となる場所で尿を
させるのは止めましょう。

問合せ　環境衛生課
　☎ 958-1111　内線 2842

【飼い犬が人を噛んだとき】

● 飼い主は動物管理指導所（藤井寺
分室）に必ず届け出てください。

　※◎犬の譲渡、犬猫の引取り
　　◎ペット動物に関する相談
　　◎適正飼養の普及啓発  など
　　☎ 937-1101

第 58 回市民文化祭の出展作品・
参加者募集
　10 月 24 日㈯～11 月８日㈰にかけ
て、市内各施設において、市民文化祭
が開催されます。
対象　市内在住・在勤・在学の人な　
　　らどなたでも参加できます。
部門　 三曲、謡曲、児童画、書道、茶道、

華道、手芸、絵画、俳画、工芸、
写真、俳句、囲碁、将棋、日舞、
民舞、吟詠、音楽、民踊、邦楽

申込　９月10 日㈭締切
問合せ　社会教育課
　☎ 958-1111　内線 4451

ぶどう狩りフォトコンテスト開催中
　ぶどう狩り開催期間中（８月９日㈰まで）に園内で撮影した自慢の写真を送ろう。
入賞者には素敵な商品をプレゼント !!

【ぶどう狩り開催場所】
　コロコロふれあいパーク（駒ヶ谷駅西側公園）横ぶどう畑にて
　※ぶどう園の入園料は［大人（中学生以上）］900 円  　［小人］600 円  
　　　　　　　　　　  　［3 歳～ 5 歳］500 円　　　　　［3 歳未満無料］

　※詳しくは羽曳野市観光協会ウェブサイトをご覧いただくか、お問い合わせください。

【問合せ】　観光課（観光協会事務局）☎ 958-1111　内線 2760
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公の施設の指定管理者募集 　　

　平成 28 年４月からの管理運営を希
望する指定管理者を募集します。募集要
項の配布や審査のスケジュールなどの詳
細は、決まりしだい市ウェブサイトなどで
お知らせします。

３施設（一括）　   指定期間 : ３年

　　● 羽曳が丘コミュニティセンター
　　　 （はびきの庵円想を含む。）
　　● 丹比コミュニティセンター
　　● 東部コミュニティセンター

市民協働ふれあい課　☎ 947-3609（直通）

２施設　（一括）   　指定期間 : ３年

　　●グレープヒルスポーツ公園
　　●駒ヶ谷テニスコート

スポーツ振興課　☎ 947-3901（直通）

ひとり親家庭等のための
就業支援講習会受講生募集

（社福）大阪府母子寡婦福祉連合会で
は受講生を募集しています。
対象　母子家庭の母・父子家庭の父・

　寡婦。

【調剤事務管理士】
日時　10 月４日㈰～11 月15 日㈰

　全８回 日曜日（10:00 ～16:00）

　試験日別会場11 月 28 日㈯

定員　23人

費用　12,000 円（教材費検定料込み）

会場　東大阪市男女共同参画センタ　

　ー・イコーラム

受 付　８月５日㈬～９月４日㈮（当日消

印有効）まで。往復はがきに講座名、

住所、氏名、年齢、職業、電話番号（自

宅・携帯）、受講動機、以前当連合会

で受講した講座名（該当者のみ）、保

育（対象は２歳から就学前まで）の

有無を記入の上、次の住所までお申

し込みください。応募多数の場合は

抽選となります。

申 込・問合せ　〒 540-0012　大阪

市中央区谷町 5-4-13　大阪府谷町

福祉センター内　大阪府母子家庭

等就業・自立支援センター　

　☎ 06-6762-9498

にほんご教室ボランティア養成講座 本市で暮らしている外国人の方を支援してみませんか？

　【対象】市内でボランティア活動できる方　【定員】20 人 ( 定員になりしだい募集終了 )   
　【講師】羽曳野国際交流ボランティアサークルみやび
　【申込・問合せ】市民協働ふれあい課   ☎ 958-1111　内線 1082

日時 内容 会場

 ９月 14 日㈪  10:30 ～ 12:00   にほんご教室ボランティアとは？ エコプラザはにふ

 ９月 14 日㈪  13:30 ～ 15:00   にほんご教室を体験してみよう！ 市役所

 ９月 17 日㈭  19:00 ～ 20:30   にほんご教室を体験してみよう！ 市役所

ボランティア・市民活動わくわく講座

第 34 回 人権啓発詩・読書感想文の募集
　大阪府・大阪府教育委員会・人権啓発推進大阪協議会（愛ネット大阪）では、人権

について身近に考えていただくため、詩と読書感想文を募集しています。

対象　府内の小・中学生、支援学校小・中学部生

作品　人権の尊さやお互いの人権を守ること、差別のない明るい社会を築くことの大

　　　切さや平和の尊さを訴えることなどを内容とするもの。

　　　①詩部門　未発表の創作作品に限ります。形式・長さとも自由。

　　　②読書感想文部門　未発表の創作作品に限ります。

　　　 (1) 小学校（小学部）低学年の部は、JIS 規格Ａ列４番（Ａ４判）200 字詰
　　　　　め原稿用紙６枚以内。
　　　 (2) 小学校（小学部）高学年の部は、JIS 規格Ａ列４番（Ａ４判）400 字詰
　　　　　め原稿用紙３枚以内。
　　 　(3) 中学生（中学部）の部は、JIS 規格Ａ列４番（Ａ４判）400 字詰め原稿
　　　　　用紙５枚以内。　
　　　　※①②いずれも 1 人１点に限ります。
締切　９月８日㈫まで［必着］

表彰　詩部門・読書感想文部門それぞれ、小学校（小学部）低学年の部、小学校（小

　　　学部）高学年の部、中学校（中学部）の部別に入選作品を選定し、表彰します。

申込・問合せ　応募作品に「学校名」「学年」「名前」を記入し、詩・読書感想文別の

　　　応募票に必要事項を記入の上、添付してください。（応募票は応募用紙に付い

　　　ています。）※応募用紙は市役所人権推進課に置いています。

　　　羽曳野市人権啓発推進協議会事務局（人権推進課）☎ 958-1111 内線 1054

植えてみませんか？育ててみませんか？身近なみどり
　大阪府と協力して樹木の無償配布を実施します。

対象　町会・マンション・住宅・学校・PTA などの団体の皆さんが協同で行う地域の緑化、

　　　工場などを社員や地域の方 と々協同で行う緑化など

樹木の種類　キンモクセイ、サザンカ、セイヨウカナメ（レッドロビン）、ヤマモモ、

　　（高木）　イロハモミジ、コブシ、サルスベリ、ソメイヨシノ、 ハクモクレン、

　　　　　　ハナミズキ、　ヤマザクラ［11種類］

　　　　　　※１箇所あたり高木10 本以上の申請が配布条件です。

　　　　　　※配布数量には限りがありますので、ご希望の本数が確保できない　　

　　　　　　　場合があります。

　　　　　　※配布した樹木は、プランターなどに鉢植えするのではなく、地植えし

　　　　　　　てください。

　　　　　　※樹種は変更する場合があります。

申込　みどり推進室　締切　８月 20 日㈭まで　配布　平成 28 年３月予定　

問合せ　みどり推進室 ☎ 958-1111 内線 2430
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講　座

羽曳野からだ塾公開講座
「乳ガン～早くみつけよう!
 ちゃんと治療しよう!～」
日時　９月５日㈯　14:00 ～
会 場　大阪府立呼吸器・アレルギー

医療センター ２階 第一会議室
講演・講師
　①「乳癌～診断・治療をどのように
　　 しているか～（仮）」藤島 成 氏
　 　（消化器・乳腺外科医長）
　②「早期診断のためのマンモグラ
　　 フィ（仮）」藤井 仁美 氏
　　（放射線科・診療放射線技師）
費用　無料
その他　駐車場あり（無料：駐車券
　　を会場までお持ちください。）
申込・問合せ　電話もしくは FAX に
　て（FAX：氏名・参加人数・交通手段・
　連絡先を明記）。９月２日㈬締切。
　同センター事務局　藤原
　☎ 957-2121（平日９:30 ～17:00）
　ＦＡＸ 957-6285

夏休み子どもおもしろ教室

※定員は各講座 15 人。

青少年児童センターだより ８月の事業  向野 3-1-33　☎ 952-0032　FAX 937-8580
　※幼児については、保護者同伴でお願いします。必ず上靴を持ってきてね !

※申込受付は、８月３日㈪から（９:00 ～ 17:00、日曜日は除く）電話受付のみです。
　１人１教室の申し込みとします。先着順のため定員になりしだい締切ります。
　［対象］幼児・小学生（幼児・小学１年生は保護者同伴）

日時 内容 費用
20 日㈭

14:00 ～ 15:30
【創作だるまおとし】～白木に色付けをし、だるまおとしを楽しみます。～
［持物］なし

150 円

22 日㈯
10:00 ～ 11:30

【タイルのプランター】～素焼きのプランターに、モザイコタイルを使い好き
な模様に貼り付けします。～　［持物］なし

150 円

24 日㈪
14:00 ～ 15:30

【ビー玉の迷路】～ウッドブロックを使って、木の迷路を作ろう。～
［持物］なし

100 円

27 日㈭
14:00 ～ 15:30

【ジグソーパズル】～型抜きしたピースに、好きな絵を描こう。～
［持物］なし

150 円

31 日㈪
14:00 ～ 15:30

【スノードーム】～ビンの中に、手作り小物を入れて、キラキラした雪景色を作ろう。～ 
［持物］口の大きい深めの蓋付ビン（インスタントコーヒーやジャムなどのビン）

なし

日時 事業名 内容 定員
 １日㈯・８日㈯ 

22 日㈯・29 日㈯
15:00 ～ 17:00

子ども
広場

【将棋広場】～初めての人・興味を持った人は、気軽に参加してください～
[ 対象 ] 概ね小学１年生～６年生 ※開催日が変更になる場合があります。

無し

【夏休み子ども教室（夏休みの宿題などの学習会）】
　日時　８月 20 日㈭・21日㈮・24 日㈪～ 28 日㈮  ① 10:00 ～ ② 11:00 ～ ※２班制（１時間）
　会場　青少年児童センター ２階学習室　定員　各班 30 人 定員になりしだい締切り。　対象　小学１年生～６年生
　持物　夏休みの宿題など、筆記用具、上靴 　
　申込　電話申込もしくは、窓口申込にて、８月７日㈮ ９:00 ～17:00 まで（日曜日除く）
　問合せ　同センター　☎ 952-0032

講座・講師名 日時・会場・定員・費用・持物 申込
 和楽囲（詩吟）
 八幡 鈴子

 8 月 24 日㈪ 13:00 ～ 16:00
 【会場】2 階会議・視聴覚室  【定員】15 人【費用】無料

 8 月 10 日㈪ ～ 21 日㈮
 和楽囲（詩吟）  伊藤 ☎ 952-2899

 韓国語会話
 朴 錦海

 8 月 26 日㈬ 10:00 ～ 12:00
 【会場】2 階会議・視聴覚室 【定員】15 人【費用】無料

 8 月 10 日㈪ ～ 21 日㈮
 羽曳野韓国語会話グループ  草開☎ 957-0852

 習字
 松本 節子

 9 月 5 日㈯ 10:00 ～ 12:00
 【会場】2 階会議・視聴覚室 【定員】15 人【費用】無料

 8 月 10 日㈪ ～ 31 日㈪
 陵南子供習字  広瀬 ☎ 090-4767-1462

 社交ダンス体験会
 吉嶋 文孝

 9 月 16 日㈬ 13:00 ～ 16:10
 【会場】2 階第 2・3 研修室 【定員】10 人【費用】無料
 【持物】動きやすい服装と靴・飲み物

 9 月７日㈪ ～ 15 日㈫
 ダンスサークルマインド 柴原☎ 954-1850

 親子で楽しく遊ぼう
 山本 左知子

 9 月 18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
 【会場】2 階第１研修室【定員】5 人 【費用】無料【持物】お茶

 8 月 17 日㈪ ～ 31 日㈪
 親子リズムスキップくらぶ 西草 ☎090-4132-7216

 筆ペン習字
 山口 隆美

 9 月 24 日㈭ 10:00 ～ 11:50
 【会場】2 階会議・視聴覚室 【定員】10 人【費用】無料

 9 月 7 日㈪ ～ 18 日㈮
 洗心ペン習字クラブ　落部 ☎ 938-4305

 水彩ポストカード
 田中 千恵子

 9 月 27 日㈰ 14:00 ～ 16:00
 【会場】2 階実習室【定員】5 ～ 6 人 【費用】500 円（当日徴収）

 9 月 7 日㈪ ～ 18 日㈮
 アート・サークル  藤野 ☎ 090-3828-8404

陵南の森公民館グループ連絡協議会「公開講座」

※各講座、初日の申込は 10:00 以降の受け付けです。
※①定員になりしだい締切り。②受付時に、氏名、住所、電話番号、年齢が必要。　　
　③対象は市内在住・在勤・在学者。
問合せ　陵南の森公民館　☎ 952-2751     

白鳥児童館だより８月の事業   翠鳥園 2-9-101 　☎・ＦＡＸ957-4900 　

 時間　９:00 ～ 17:30　休館日　日曜・祝日・12 月 29 日 ～１月３日
 対象　小学生および保護者同伴の概ね１歳以上の幼児 
 申込　電話受付は、申込日の９:00 から

10 日・24 日㈪ 10:30 ～ 11:30  絵本のへや（絵本・紙芝居など）

17 日㈪ 10:30 ～ 11:30
 〔わくわく子育て広場〕水あそびをしよう
   ※タオル・着替えを持ってきてください

19 日㈬ 14:00 ～ 15:00  将棋であそぼう

22 日㈯
  9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 16:00

 〔トライルーム〕ちょきん箱を作ろう
 ［対象］1 ～ 3 年生　 ［定員］先着 30 人（午前、午後各 15 人）
 ※事前に色付けをします。 20 日㈭または 21 日㈮ 
　 ９:30 ～ 11:00 都合のよい日時に参加してください。
 ［申込］8 月 8 日㈯ ～ 19 日㈬（電話のみ）　 ［費用］100 円（当日持参）

26 日㈬ 10:00 ～ 11:30
 〔みんなであそぼう水曜日〕 シャボン玉・水ふうせんであそぼう
 ※必ず着替え・水筒を持ってきてください。

家庭園芸セミナー
「種まきから始める楽しい花づくり」
　「パンジー、ナデシコ、トルコキキョ
ウ」などの花づくり（種まきから花が咲
くまで）を、わかりやすくお話しします。
日時　９月４日㈮　14:30 ～16:30
　受付14:00
会場　すばるホール小ホール
定員　１回 150人
費用　参加無料
申 込　要事前申込［FAX 申込］氏名、

電話番号、FAX 番号、市町村名を
記入し９月１日㈫までに申し込みく
ださい。［WEB 申込］大阪府立環
境農林水産総合研究所ウェブサイ
トのイベント情報ページより９月１
日㈫までに申し込みください。

問合せ　府立環境農林水産総合研究所
　推進グループ
　☎ 979-7070　ＦＡＸ 956-9790
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パソコン初級講座「デジカメ写真整理と編集、活用講座」
受講者募集　羽曳野 IT サポート会
■デジカメ写真の PC 取り込みと整理、 CD-R にバックアップ
　日時　９月３日㈭　13:30 ～16:30
■写真の加工と編集：サイズの縮小、修整、 トリミング、文字入れなど
　日時　９月10 日㈭　13:30 ～16:30
■写真の活用：アルバムテンプレートでベストショットを作品にする
　日時　９月17 日㈭　13:30 ～16:30
会場　市民会館 ４階 研修室　対 象　20 歳以上の市内在住・在勤で初心者の方。
費用　３回 1,350 円（テキスト、ＣＤ - Ｒ代含む）
定員　14 人（応募多数の場合は、抽選）　持物　デジカメ（メモリカード）
申 込　往復はがきに、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号（無記入無効）、　　

　　生年月日、返信面の表面に郵便番号、住所、氏名を明記し、８月10 日㈪必着に
　　て次の住所にご応募ください。　〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1　

　　　羽曳野市社会福祉協議会気付　羽曳野 IT サポート会宛
　　　※講座内容や「個別サポート」の詳細はお問い合わせください。
問合せ　羽曳野 IT サポート会  本田　☎ 939-3733　携帯 090-5169-9031

マンツーマンパソコンセミナー
随時受講できます。電話でお問い合わ
せください。マンツーマンで授業を行
っています。

時間　９:30 ～11:30、
　12:30 ～14:30、15:00 ～17:00
　希望時間帯相談に応じています。土・
　日・祝日は休みです。
費用　①②２時間×５回（10,000 円 
　　　　　テキスト代込）
　　　③④２時間×１回（2,000 円 
　　　　　テキスト代込）
申込・問合せ　陵南の森生きがい情
　報センター内  河内飛鳥 UNIC 会
　☎ 931-1900

 ① ワード［基礎・応用］
 ② エクセル［基礎・応用］
 ③ デジカメ
 ④ パワーポイント（2013）入門

パソコンサークルステップ  秋の
「パソコン入門講座」受講者募集
［パソコン入門講座（５回）］
　９月１日・８日・15 日・29 日
　10 月６日㈫　10:00 ～12:00
会場　LIC はびきの３階 小会議室　
定員　各講座　先着 10人
費用　インターネット講座 6,000 円
　（５回・テキスト代込み）
持物　ノートパソコン（レンタル可。
　台数制限あり、申し込み時に要予
　約）詳細はお問い合わせください。
申込・問合せ　パソコンサークルステ
ップ  山田  携帯 090-6608-5799

向野老人いこいの家　パソコン自主体験前期・後期生募集
　インターネット、ワード、エクセルなどを自主的に体験学習する教室です。
※講師による指導は行いません。 
　［前期］　９月９日・30 日、10 月14 日・28 日、11 月11日・25 日、12 月９日㈬ 
　［後期］　12 月16 日、１月 20 日・27 日、２月17 日・24 日、３月16 日・30 日㈬ 
　※前・後期 13:30 ～16:00  
費用　無料　　定員　各14 人　定員になりしだい締切り。 
仕様　Windoows8.1  Office2013
　　　※ノートパソコンの持込み可（申込時にお伝えください。）  
　　　※お持ちのノートパソコンによっては、当方でのインターネットができない場合もあります。
申 込・問合せ　８月10 日㈪～12 日㈬電話にて申込ください。
　　 （前期または後期どちらか。）向野老人いこいの家　☎ 952-0033

夏休み手作り教室
　牛乳パックをリサイクルし、「手作りは
がき」を作ってみませんか？はびきの生活
学校では次の日程で教室を開催します。
日時　８月 21日㈮　10:00 ～12:00
会場　クリーンピア 21　※参加者は
　当日、直接会場にお越しください。
持物　エプロン・クリアファイル・「は
　がき」にはさむ押し花 など　
費用　無料
問合せ　はびきの生活学校  美村　
　☎ 956-0875 

男女共生セミナー
「こころとからだのセルフケア～女性のためのからだほぐし～」参加者募集！
　こころもからだもリフレッシュ！精神をリラックスさせる呼吸法やゆったりとからだ
をほぐすボディワークを体験してみませんか？セルフケアの方法を楽しく学び、自分
らしく過ごしましょう♪
日時　９月 27 日㈰  10:00 ～ 12:00　会場　市役所別館２階 健康ライフ訓練室
対象　市内在住、在勤、在学の 18 歳以上の女性　定員　20 人（先着順）　
費用　500 円　講師　福井 幸子氏（整体師・ウィメンズセンター大阪スタッフ）
一時保育　２歳から就学前の幼児・無料・先着５人 ※要予約
申 込・問合せ　８月３日㈪10:00から申込受付開始。お電話でお申し込みください。
　　　　　　  人権推進課　☎ 947-3606（直通）

松原徳洲会病院医療講座（無料）

問合せ　松原徳洲会病院　☎ 072-334-3400

【ホントは怖い動脈硬化】８月６日㈭ 14:30 ～
［会場］はびきのコロセアム　２階会議室
大動脈ステントグラフト血管内治療科部長　阪口 昇二 氏

【女性の排尿障害】８月 20 日㈭ 14:30 ～
［会場］市民会館２階　会議室
泌尿器科　大北 恭平 氏

【耳鳴のお話】８月 21 日㈮ 14:30 ～
［会場］LIC はびきの２階　中会議室
耳鼻咽喉科部長　中林 淑郎 氏

【前立腺と排尿について】８月 27 日㈭ 14:30 ～
［会場］市民会館２階　会議室
泌尿器科医長　上田 勉 氏

【腰痛体操】８月 14 日㈮ 14:30 ～
［会場］LIC はびきの２階　中会議室
リハビリテーション科副室長　田中 由起 氏

【メタボ対策】８月 10 日㈪ 14:30 ～
［会場］はびきのコロセアム２階　会議室
 栄養科副室長　貴島 幹三 氏
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講　座

【歌声くらぶ】　講師　喜多　光三氏　費用　510 円 （初回のみ 1,230 円 歌集込み）
　［市民会館］8 月 11 日㈫ 10:00 ～ 11:30 　　　　［石川プラザ］8 月 18 日㈫ 13:00 ～ 14:30
　［丹治はやプラザ］8 月 25 日㈫ 14:00 ～ 15:30 

（一財）羽曳野市施設管理公社
http://www.geocities.jp/hakanrikousha/

【教室募集にあたって】  
　○申込み開始時間の時点で定員を超えた場合は抽選となります。　○申込みは教室開催館にてお願いします。　 
　○費用は教室を欠席されても返金できません。　○消費税による影響で、費用を変更する事があります。
　○定員に満たない場合は先着順で、定員になりしだい締切りとさせていただきます。

パソコンマスター教室　初心者から中級者まで親切丁寧に教えます。（モバイル通信使用 / 木曜・土曜）
　日時　毎週㈭㈯ ① 9:30 ～ 10:45  ② 10:55 ～ 12:10 ③ 14:00 ～ 15:15 ④ 15:25 ～ 16:40 ⑤ 18:00 ～
　19:15 ⑥ 19:30 ～ 20:45（②④⑤⑥木曜のみ）　講師　NPO 法人きんきうぇぶ　コース　ワード、エクセル、
　デジカメ、インターネット　費用　5 回 6,170 円（チケット制）　申込　窓口にて随時受付
◆シニアに役立つタブレット集中講座 ･･･ 日時 8 月 10 日 ･24 日 ･9 月 7 日 ･14 日㈪　9:30 ～ 11:30　
　費用 5 回 6,170 円　チケット制（パソコン教室おためし体験 1 回分含む）　定員 10 人 先着順　講師 NPO
　法人きんきうぇぶ　受付 8 月 1 日㈯より窓口にて
◆楽しいワードとエクセル講座 5 回シリーズ ･･･ 日時 8 月 17 日 ･31 日、9 月 28 日、10 月 12 日・26 日㈪　
　9:30 ～ 11:30　費用　5 回 6,170 円　チケット制＋別途テキスト代 1,000 円（5 回分）　定員　10 人　
　講師　NPO 法人きんきうぇぶ

　 ＭＯＭＯプラザ  ☎ 957-5553

　 丹治はやプラザ  ☎ 937-2355

　 石川プラザ  ☎ 950-2002

大型ポスター印刷受付中　店舗内 ･ 入口看板、ポスター、画像も印刷できます。長さ１m 以上の印刷可能。　
　幅 30 ～ 60cm まで。文字案や印刷データが入ったメモリースティックなどをお持ちください。サイズ、書
　式 ･ 枚数などを確認します。使用用紙は普通紙、カラー印刷可能。費用　料金１m あたり（幅に関係なく）　【白
　黒 2 色】200 円 【カラー】400 円 ※引渡しは翌日から 3 日後

フラダンス教室（3 期）
日時　10 月 6 日 ･13 日 ･20 日、11 月 10 日 ･17 日 ･24 日、12 月 1 日 ･8 日㈫
　　　[ 初心者コース ] 9:30 ～ 10:30　[ ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｺｰｽ ] 10:35 ～ 11:35
講師　田中 千恵 氏　定員　各コース 25 人　費用　4,110 円　申込　9 月 2 日㈬～ 定員になりしだい締切り。

親子リトミック教室（1 期）
日時　10 月 2 日 ･16 日 ･30 日㈮　10:00 ～ 11:00　講師　 藤田 小織 氏　定員　10 人（1･2 歳対象）定員を
超えた場合は抽選。　費用　1,540 円　申込 　9 月 4 日㈮ 11:00 ～

ズンバダンス教室（2 期）
日時　10 月 20 日、11 月 17 日、12 月 15 日、1 月 19 日、2 月 16 日、3 月 15 日㈫　15:15 ～ 16:45　
講師　山下 久美子 氏　定員　30 人　費用　3,080 円　申込　8 月 19 日㈬　定員になりしだい締切り。

【石川プラザ臨時休館】･･･太陽光発電設置工事のため、臨時休館いたします。 ［休館日］８月 31日㈪

かるがも教室  初心者向け、体験型のお試し教室として実施します。
※かるがも教室は、準備・片付けの時間を含みます。申込受付期間は、各教室開催日の３週間前 10:00 ～１週間前までです。

【8 月の教室案内】
◆フリースタイルジャズ　音楽に合わせたヒップホップやジャズダンスのノリをミックスした基礎を練習します。
　日時　① 8 月 21 日㈮　② 8 月 28 日㈮　9:30 ～ 11:00　講師　竹本 花穂 氏　対象　 小学生向け　
　費用　510 円　定員 20 人　申込　① 8 月 14 日㈮まで　② 8 月 7 日㈮～ 21 日㈮
◆はじめての健康体操　自然治癒力・免疫力・抵抗力・筋肉の衰えを防ぐために一緒に体操をしましょう。
　日時　9 月 18 日㈮ 9:30 ～ 11:00　講師　竹本 清美 氏　費用 　510 円　定員　30 人　申込　8 月 28 日㈮～

募 集教 室 受 講 生

高年者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月１回、市
内の公衆浴場において敬老入浴を行いま
す。入浴時に対象年齢以上であることを
申し出てから入浴してください。
日時　８月15 日㈯、９月15 日㈫
費用　100 円
利用できる施設　古市温泉、羽曳野温泉
　※羽曳野温泉については、９月１日㈫
　から当分の間休業します。
問合せ　福祉支援課　
　☎ 947-3824（直通）

親子ふれ愛（ふろ愛）
８月 ２日・９日・16 日・ 23 日・ 30 日㈰
　保護者同伴の子ども（小学生以下）
市内銭湯無料入浴デー。近所のおじさ
ん、おばさんと同伴でもいいよ。
  ※日曜日が休業の場合は前日の
     土曜日です。

白鳥祭
　毎年恒例の「白鳥祭」を開催します。
日時　８月２日㈰　15:30 ～ 21:30
会場　白鳥会館広場
内容　河内音頭による盆踊り、模擬店ほか
共催　白鳥会、白鳥商店街

「ボランティア パソコン講座」受講者募集 パソコン交流館
　①ワード入門講座　　８月10 日㈪・17 日㈪・24 日㈪　 ９:30 ～11:30
　②ワード活用講座　　８月10 日㈪・17 日㈪・24 日㈪　14:00 ～16:00
　③エクセル入門講座　８月11日㈫・18 日㈫・25 日㈫　  ９:30 ～11:30
　④エクセル活用講座　８月11日㈫・18 日㈫・25 日㈫　 14:00 ～16:00
　⑤名刺・各種ラベル作成講座 　８月19 日㈬・26 日㈬    ９:30 ～11:30 
　⑥合成・変形写真講座　８月19 日㈬・26 日㈬　14:00 ～16:00
会場　市民会館 ４階 第９会議室　定員　各講座４人
費用　1,800 円（１回 600 円）を初回の講習日に一括でお支払いください。
　　　テキスト代込み。⑤⑥の講座は 1,200 円（１回 600 円）
　　　※途中欠席されても返金いたしません。
　　　※６講座のうち、いずれかを選び（複数可）、電話で申し込みください。
　　　※その他、別途希望される各種講習にも対応できる場合がありますので、電
　　　　話でご相談ください。
申込・問合せ　パソコン交流館  国沢　☎ 956-4197　携帯 090-3725-2528

防火管理講習
　消防法第８条に規定する防火管理者
を養成するため、防火管理に関する甲
種防火管理新規講習を行います。

［甲種］９月17 日㈭  ９:50 ～16:00
　　　       18 日㈮ 10:00 ～16:00
 ※講習会受付（第１日目）は９:30 より 開始します。
 ※講習を 30 分遅刻された場合は受講できません。

会場　柏原羽曳野藤井寺消防組合消
　防本部４階 屋内訓練場または３階　
　視聴覚室
定員　100人程度（先着順）
申込　８月 24 日㈪～ 28 日㈮
　９:00 ～17:00
　 消防本部３階予防課内の火災予防協

会に、受講料 4,000 円を持参の上、
申込用紙に必要事項を記入しお申し
込みください。　　　

　 ※一度納付された受講料は返金できません。

問合せ　柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防本部予防課　☎ 958-9940
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GARAGE SALE in HST 開催！
羽曳野市施設管理公社が開催

　市民プール駐車場にてガレージセー
ルを開催します。家庭で不要となった家
具や衣類、地元野菜の販売など、また地
元商店の方々が料理などの販売を行い、
地域住民の方やまた他市の方々にも幅
広くPR 活動の場として提供します。
日時　10 月12 日㈷  10:00 ～
　※雨天中止
対象　地域住民・地元商店（市外の方
　も参加可能です）
会場　市民プール駐車場（西浦）
定員　15 ブース　申込　申込受付中
費用　１ブースにつき 1,540 円
　（２ブース　3,080 円）
問合せ　市民体育館（西浦）　　
　☎ 958‐2340

葛井寺の「千日まいり」で周辺道路の交通が規制されます
　葛

ふ じ い で ら

井寺で、８月９日㈰「千日まいり」が行われます。夕方から葛井寺周辺に出店が並び、大勢の人々
でにぎわいます。そのため、周辺道路の交通規制を行います。
【規�制区域・時間】　
　藤井寺駅・葛井寺周辺道路が、16:00 ～ 23:00 まで、
一般車輌・バイクなどの通行が禁止されます。（路線バ
スは除きます。）
○バス停留所は通常運行の通り駅前から発車します。
○付近に駐車場がありませんので、自動車での参詣はご遠
　慮ください。
○���自転車で参詣される方は、「苅田池跡広場臨時駐輪場」「市
立藤井寺駅南駐輪場」「ブクンダ公園臨時駐輪場」を利用
していただき、道路上に自転車を放置しないでください。

○�通行禁止時間帯（16:00～ 23:00）に自動車等通行禁止
　区域に一般車輌・バイクなどの通行、車庫への進入・出
　庫などを予定されている方は、８月３日㈪～８日㈯の６
　日間に葛井寺で「居住区関係車輌の証」発行の申し込み
　をしてください。（受付10:00～ 17:00）
問合せ　葛井寺　☎ 938-0005

苅田池跡広場
臨時駐車場

自動車等通行
禁止道路区域

路線バスのみ
規制解除区域
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▼自動車等通行禁止区域

夏休みこどもの家 2015　涼しいところで遊ぼう！
　オセロ、トランプ、折り紙などを用意しています。すきな時間に来てね。
[ ＭＯＭＯプラザ ]８月４日㈫～６日㈭ ９:30 ～16:30
[ 丹治はやプラザ ]８月18 日㈫～ 21日㈮ ９:30 ～16:30
費用　無料　持物　お茶・必要なものは持参ください。
主催・問合せ　夏休みこどもの家実行委員会
　　　携帯 070-5264-3416　メール kodomonoie2014@willcom.com
後援　羽曳野市、羽曳野市教育委員会、羽曳野市社会福祉協議会

「平和展」開催
　今年は、終戦から70 年にあたる節
目の年です。『平和』をテーマに市民の
皆様からご応募いただいた、小学生の
ポスター、絵画、写真の入賞・入選作品
を展示いたします。あらためて平和の尊
さについて考えてみませんか。
「ミニ平和展」
日時　８月３日㈪～14 日㈮
　（土日を除く）９:00 ～17:30
会場　市役所本館１階コミュニティス
　クエア（ロビー）
【署名コーナーを併設しています】
　核兵器のない世界を実現するため

『「核兵器禁止条約」の交渉開始等を
求める署名』（平和首長会議）にご協力
ください。
「羽曳野市平和展」
日時　８月 23 日㈰  10:00 ～15:00
会場　LIC はびきの 1 階交流プラザ
問合せ　人権推進課
　☎ 958-1111　内線 1054

歴史探訪とウォーキング
　ＳＣはびきの若手部会の私たちとウォーキングを楽しみませんか。
日時　10 月７日㈬（予備日８日㈭）　９:30 ～（約 2 時間 30 分）
場所　近鉄上ノ太子駅広場（駐車場・駐輪場はございません。）※交通費は自己負担。
コ��ース　叡

えいふくじ

福寺（聖徳太子・磯
し な が ぼ

長墓の祭
さ い し

祀、住職の法話）
　　　　 和

なご

み公園（映画「あしたになれば。」ロケ地）
対象　ＳＣはびきの会員および市民の方。　定員　先着 100人
申込　８月 28 日㈮までに、会員は校区理事へ、市民の方は事務局へ申し込みください。
問�合せ　羽曳野市老人クラブ連合会事務局（陵南の森老人福祉センター内）
　　　　☎ 952-2751

はびきの納涼祭  ８月30 日㈰   高鷲駅北側ロータリーで開催 !!
■軽トラ市　　■地元ブース　　　　　   ※お車でのご来場はご遠慮ください。

■ステージイベント
　　○高鷲中学校吹奏楽部（雨天により中止となる場合あり）
　　○ HIRO DANCE COMPANY
　　○和太鼓チーム「魂」（埴生校区青少年健全育成連絡協議会）
■シネマプロジェクト　いずみの里南島泉会館　19:00 ～
　映画「あしたになれば。」無料上映会。羽曳野で撮影され、この春劇場公開された作品
   を上映します。　　　　　　　　　　 【 問合せ：観光課　☎ 958-1111　内線 2760 】

早朝「タケルくん体操」行います
　子どもから高齢者まで気軽に楽しく
できるタケルくん体操！音楽にのって気
持ちよく身体を動かしましょう。
日時　８月６日㈭　１回目 ６:10 ～
　２回目 ６:45 ～　※10 分程度
会場　峰塚公園
費用　無料（自由参加）
問�合せ　NPO 法人羽曳野市柔道整復

師会　馬場整骨院　☎ 955-9187

クリーンピア 21　屋内プールで快適に運動しよう
【ジュニアスイミングクラブ会員募集】　無料体験実施中（要予約）５歳～小学６年生
【今年も開催決定 !!】　フラダンス＆ハワイアンイベント
　　　　　　　　　　８月 26 日㈬　13:00 ～　１階エントランス
問合せ　クリーンピア 21　☎ 975-2580

『広報はびきの』広告掲載募集中！　お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】 【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

講　座

はびきのコロセアム８月の主な行事予定

日程 アリーナ 内容

1 日㈯
メイン【南大阪バスケット連盟】

南大阪招待はびきのカップサブ

2 日㈰
メイン【南大阪バスケット連盟】

南大阪招待はびきのカップ
サブ 【卓球連盟】レイティング大会硬式

5 日㈬ サブ 【卓球連盟】ウーマンリー大会

14 日㈮
メイン【大阪府バスケットボール連盟】

国体予選バスケットボール大会サブ

15 日㈯
メイン【大阪府バスケットボール連盟】

国体予選バスケットボール大会サブ

16 日㈰
メイン【大阪府バスケットボール連盟】

国体予選バスケットボール大会サブ

22 日㈯ メイン【大阪府ウエイトリフティング連盟】
国体予選ウエイトリフティング大会

23 日㈰
メイン【大阪府ウエイトリフティング連盟】

国体予選ウエイトリフティング大会
サブ 【卓球連盟】レイティング大会硬式

24 日㈪
メイン 南河内地区中学校

総合体育大会開会式サブ

30 日㈰ メイン
【大阪府体育連合・羽曳野市バドミントン連盟】
大阪府総合体育大会
バドミントンの部

市長杯ふれあいドッジボール大会
日時　10 月 24 日㈯　９:00 ～　会場　はびきのコロセアム
部門　小学３・４年生の部　小学５・６年生の部　費用　１チーム　1,000 円
対象　市内在住・在学の小学生で８～15 人で構成されたチーム ※８人制の大会です。
募集チーム数　両部門の合計 60 チーム（先着）
　　　※チーム数の両部門合計が 30 チームに満たない場合は、大会不成立とします。
申込　９月１日㈫～ 23 日㈷　スポーツ振興課（別館３階）・はびきのコロセアム・市民体
　　　育館のいずれかへ（参加費を持参）
抽選会　９月 28 日㈪ 19:00 から市役所別館３階会議室にて行います。
問合せ　スポーツ振興課　☎ 958-1111　内線 4412

「グラウンドゴルフ交流会」
参加者募集！
日時　９月10 日㈭　８:30 ～15:00
　（予備日11日㈮）
会場　グレープヒルスポーツ公園
対象　市内在住・在勤問わず
定員　144 人（４人１組で申込、36 組）
　定員になりしだい締切ります。
費用　１人 510 円（保険料含む）
申 込　８月17 日㈪ 10:00 より、申込用

紙に必要事項を記入の上、参加費を添
えてグレープヒルスポーツ公園事務所
にて申し込みをしてください。なお、申
込用紙配布場所は同公園事務所です。
※電話申込・受付はできません。

問合せ　同 公園　☎ 958-5511

少年少女テニス教室（硬式）
受講生募集！
日時　８月 20 日㈭　17:00 ～19:00
会場　駒ケ谷テニスコート
対象　市内在住・在勤・在学問わず、市
　外の方も受付可。　
定員　小学生 計10人（定員になりしだ
　い締切り。）
費用　１回 1,020 円（保険料含む）
申込　８月 20 日当日駒ヶ谷テニスコー
　トにて受付、定員になりしだい締切り。
　参加費と印鑑を持参。運動のしやすい
　服装で、ラケットはご持参ください。
　雨天の場合は中止。16:00 以降に駒
　ヶ谷テニスコートにご確認ください。
問合せ　駒ケ谷テニスコート　
　☎ 957-5963

小学生リズムダンス教室 参加者募集！ 羽曳野市施設管理公社が募集します。
　ダンスの「楽しさ」「魅力」を子どもたちに知ってもらい、ダンスレッスンを通じてスキ
ルアップを目指しましょう！
期間　10 月９日～11 月 27 日（全８回）毎週金曜日
時間　［Ａコース］18:00 ～18:45（初級）　［Ｂコース］19:00 ～19:45（中級）
　　　［Ｃコース］20:00 ～ 20:50（上級）                
会場　市民体育館（西浦）　対象　小学生男女（市外の方も参加可）　
定員　各コース　10人　　費用　各コース　4,110 円（スポーツ保険料を含む）
申込　受付中　問合せ　市民体育館（西浦）☎ 958-2340

羽曳野市ソフトテニス連盟会長杯大会 参加者募集
日時　９月13 日㈰　７:00 ～17:00（予備日９月 20 日㈰）
会場　市民体育館テニスコート（西浦）
対象　市内在住・在勤・在クラブの高校生以上または、連盟が認めた方
部門　男子１部（高校生以上）、男子２部（40 歳以上）、男子３部（55 歳以上）
　　　女子１部（高校生以上）、女子２部（40 歳以上）、女子３部（55 歳以上）
費用　１チーム 2,000 円（高校生は 1,500 円）
申込・問合せ　９月２日㈬までに電話またはファクス。
　　　猪

いのさこ

砂　☎ 956-4788　FAX 926-6996　携帯 090-3821-7547
　　　渡辺　携帯 090-5169-3089

フットサル（後期）教室 初心者の方にも分かりやすく指導。女の子が多い場合は女子クラスを用意します。

日時　９月19 日～２月 20 日まで　土曜日（全 10 回）日程は受付時にお知らせします。
　　　［１部 ］８:30 ～10:00　［２部］ 10:15 ～11:45 景観
会場　はびきのコロセアム メインアリーナ　対象　市内在学中の小学生　費日　3,000 円
定員　［１部 ］女子10人・男子１～３年生 20人計 30人　［２部］４～６年生クラス各10人計 30人
申込　８月 22 日㈯ ９:00 ～ コロセアムで受付いたします。※参加費を持参（電話不可・代理可）

はびきのコロセアム　教室参加者募集　☎ 937-3123   
http://www.geocities.jp/hakanrikousha/colosseum.html

親子スポーツ教室“親子で楽しく体力作り＆友達作りしませんか !?”

日時　９月３日～11 月19 日　毎週木曜日（全 10 回 9/24、11/12 除く）
　　　［Ａクラス］９:30 ～10:10　［Ｂクラス］10:15 ～10:55　［Ｃクラス］11:00 ～12:00
会場　はびきのコロセアム サブアリーナ（メインアリーナに変更の場合あり）
対象　［Ａ・Ｂクラス］市内在住で平成 24 年４月２日～平成 25 年４月１日生まれの未就園児１人と
　　　　　　　　　　その親が対象。
　　　［Ｃクラス］市内在住で平成 24 年４月１日までに生まれた未就園児１人とその親が対象。
定員　各クラス 35 組 70人　定員になりしだい受付終了。※妊婦の方は参加できません。
費用　［Ａ・Ｂクラス］4,000 円    ［Ｃクラス］5,000 円
申込　８月17 日㈪ ９:00 ～ コロセアムへ直接申込をしてください。※参加費を持参（電話不可・代理可）

ズンバダンス教室  老若男女誰でもマイペースに楽しめます。

日時　９月10 日㈭・24 日㈭、10 月８日㈭・22 日㈭・29 日㈭・11 月19 日㈪　（全６回）15:15 ～16:45
会場　はびきのコロセアム サブアリーナ（メインアリーナに変更の場合あり）　定員　先着 30人
費用　3,080 円（保険料含む）　持物　運動できる服装とシューズ、水分補給のための飲料
申込　８月 20 日㈭９:00 ～コロセアムで受付します。※費用を持参（電話不可・代理可）

『広報はびきの』広告掲載募集中！　お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-242-7997】  【株式会社ホープ　☎ 092-716-1404】 【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

4 日、11 日、
18 日、25 日、

9 月 1 日㈫ 13:00 ～ 17:00
市役所  １階  市民相談室

随時予約を受付けています。専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員８人。相談時間は 30 分。
※ 相談回数は１人、１年度１回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁のため、靴下を履いてお越ください。6 日・20 日、

9 月 3 日㈭
陵南の森総合センター

行政相談 12 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所  １階  市民相談室
国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁のため、靴下を履いてお越ください。

女性相談
5 日㈬・14 日㈮

9 月 2 日㈬ 13:30 ～ 16:30
市役所 １階 市民相談室（電話・面接）

夫婦、家族などの人間関係や夫、恋人からの暴力など女性をとりま
く悩み全般。※開催日の前日までに電話でご予約ください。
人権推進課（☎ 958-1111　内線 1055）26 日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈭㈮
［㈷は除く］

10:00 ～ 16:00
※最終受付は 15:30 まで

市役所  ２階  消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 947-3715）

障害者生活相談
毎日

［㈯㈰㈷年末年始
は除く］

９:00 ～ 17:30 支援センターはる
身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関するご
相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）
９:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）
９:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　ＦＡＸ 957-2176）

障害者雇用相談 20 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館  １階  相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 市役所 １階  こども課 こども課に予約してください。（☎ 947-3837  直通）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 ９:15 ～ 17:00 市役所 １階  こども課 こども課に予約してください。（☎ 947-3836  直通）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:00
子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（ふるいち ☎ 958-3308 ・  むかいの ☎ 953-6361） 

総合相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 人権文化センター

人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接お
越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

就労をめざす
若者のための
無料相談会

毎月第１金曜日
14:00 ～ 17:00

市役所別館  1 階相談室 まずお電話でご相談ください。
（南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441)毎月第３金曜日 市民会館  ３階 第６会議室

心配ごと相談

東部地域
6 日・20 日㈭

13:00 ～ 16:00 市役所別館  ２階 ボランティアセンター
予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆるご
相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

13 日・27 日㈭
13:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 
（☎ 958-2315）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。
（☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 ～ 17:00 LIC はびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 18 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所  ２階 農業委員会事務局
前日までに予約。先着３人。

（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:00

地域就労支援センター
（人権文化センター内および

産業振興課内）

地域就労支援センター（☎ 937-0860) または直接お越しください
（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行っておりません。） 
産業振興課  （☎ 958-1111　内線 2751）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
青少年相談コーナー
（16～おおむね25歳）

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 ～ 17:45
大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

８月の相談の日程 お気軽にご相談ください（すべて無料です）

広  

告
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

市民のページ

風 流 韻 事 市民のみなさんの趣味の欄です

　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない
方を優先していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電
話番号も添えてください。※作品、氏名などにもふりがなをお願いします。

　　　　　　　　　   （あて先）〒 583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

藍
染
め
を　

指
導
す
人
や　

藍
の
爪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻
本　

千
尋

大
地
立
つ　

鍬
鎌
握
り
て　

傘
寿
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
藤　

芳
幸

夏
草
に　

玉
な
す
露
の　

光
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
満　

敏

雷
鳴
に　

空
見
渡
せ
ば　

雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
路　

正
男

ウ
ィ
ン
ド
ウ
へ　

未
練
の
足
が　

立
ち
止
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
芸
田　

泰
子

フ
レ
ン
チ
の　

皿
に
ソ
ー
ス
の　

ア
ー
ト
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

ち
づ
る

【
俳
句
・
川
柳
】

移
り
気
と　

言
わ
れ
し
花
の　

紫
陽
花
に

　

こ
こ
ろ
奪
わ
る　

こ
の
鮮
や
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　

比
沙
子

田
植
機
は　

水
面
を
這
ひ
て　

苗
植
ゑ
ぬ

　

早
乙
女
の
か
げ　

い
ま
は
な
け
れ
ど　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村　

忠
雄

　
葦
廉
に
て　

仮
設
の
葡
萄
の　

店
が
た
ち　

　

今
年
も
夏
は　

羽
曳
野
に
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

真
千
子

石
川
の　

浅
瀬
の
砂
は　

縞
模
様

　

大
き
な
鯉
が　

砂
を
巻
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸　

勝

亡
き
祖
父
が　

や
さ
し
ひ
風
を　

も
た
ら
し
て

　

涼
し
気
に
鳴
る　

風
鈴
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
田　

真
由
美

【
短
歌
】

【お詫びと訂正】

広報はびきの７月号 P35【ドリーム × マイスター】に誤りがございました。

正しくは「HIRO DANCE COMPANY」です。お侘びし訂正いたします。

広  

告

ミュージックセラピー
日時　８月７日・21日、９月４日・18 日 

（月２回・金曜日）　10:00 ～11:00
会場　LIC はびきの　
費用　１回 300 円
対象　昭和 20 年代～ 40 年代の歌
　謡曲や、童謡・唱歌がお好きな方
講師・問合せ
　日本音楽療法学会認定
　音楽療法士（補）板垣　
　携帯 090-5993-3483

第10 回 LIC はびきのシネマカフェ
上映作品「東京物語」
　年老いた両親とその家族たちを通
して、家族の絆、夫婦と子ども、老
いと死、人間の一生を丁寧に描いた
不朽の名作。
監督　小津安二郎
キャスト　笠智衆、東山千栄子、原
　節子、杉村春子、山村聡 ほか
日時　８月 29 日㈯　14:00 ～
会場　LIC はびきの ２階 パソコン教室
問合せ　田中 携帯 090-3486-4486

日商簿記３級 資格取得講座
日時　９月 20 日・27 日、10 月11日・
　25 日㈰ ９:00 ～11:50
会場　LIC はびきの３階小会議室 B
対象　中学生以上 定員　先着 12 人
費用　１回1,000 円
　※テキスト代などは別途必要
申 込・問合せ　「K1トレーニングセン

ター」で検索。詳細はウェブサイトで
　携帯 080-3819-4701（19:00 ～
　22:00）
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平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
日
程

　

第
３
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
、
午
前
10

時
か
ら
で
す
。

８
月
31
日
㈪ 

本
会
議
（
議
案
審
議
）

9
月
8
日
㈫ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
9
日
㈬ 

本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
14
日
㈬ 

予
備
日

9
月
15
日
㈫ 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
16
日
㈬ 

予
備
日

9
月
18
日
㈮ 

民
生
産
業
常
任
委
員
会

9
月
24
日
㈭ 

予
備
日

9
月
25
日
㈮ 

建
設
企
業
常
任
委
員
会

9
月
30
日
㈬ 

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
・

                                  

役
員
選
挙
）

10
月
1
日
㈭ 

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
2
日
㈮ 

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
の
都
合

に
よ
り
、
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

総務文教常任委員会視察

○日程　５月 19 日～ 20 日

○視察先及び視察内容

【千葉県 松戸市】
○待機児童対策について

【衆議院第一議員会館】
○「地方創生」に向けた施策について

【国土交通省 気象庁】
○地震のメカニズム、気象予報について

建設企業常任委員会視察

○日程　５月 25 日～ 26 日

○視察先及び視察内容

【静岡県 藤枝市】
○蓮華寺池公園ジャンボ滑り台
　設置事業について

【静岡県 焼津市】
○水道施設耐震化について

○環状交差点（ラウンドアバウト）
　改良事業について

民生産業常任委員会視察

○日程　５月 18 日～ 19 日

○視察先及び視察内容

【神奈川県 小田原市】
○小田原宿観光回遊バス等、小田原城
　周辺の観光事業について

【神奈川県 厚木市】
○厚木市観光振興条例、観光振興推進委員会、
　あつぎ食ブランド等の観光事業について

【愛知県 東海市】
○いきいき元気推進事業について

◆ 

編
集
後
記 

◆

　

今
定
例
会
に
は
、
子
ど
も
の
通
院
医
療
費
の
助

成
に
関
し
、
対
象
年
齢
を
3
歳
拡
充
す
る
議
案
が

提
案
さ
れ
、
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
在
、
小
学
3
年
生
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
医
療
費

補
助
が
、
本
年
10
月
か
ら
は
小
学
校
卒
業
時
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
が
進
行
す
る

中
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
拡
充
の
必
要
性
を
議
会
と

し
て
訴
え
て
き
た
も
の
で
す
。
議
案
は
民
生
産
業

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
6
月
18
、

19
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
も
議
論
さ
れ
、
子

ど
も
に
限
ら
ず
全
て
の
市
民
の
皆
様
が
健
康
で
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
健
康
施
策
の
さ
ら
な
る
充

実
を
求
め
る
指
摘
・
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
6
月
17
日
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

18
歳
以
上
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
70
年
振
り
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き

下
げ
に
関
連
し
て
、
主
権
者
教
育
の
あ
り
方
を
問

う
質
問
や
、
国
が
推
し
進
め
る
地
方
創
生
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
だ
よ
り
は
、
各
会
派
か
ら
選
出
の
7

名
の
編
集
委
員
に
よ
り
編
集
し
て
い
ま
す
。
一
般

質
問
は
質
問
を
行
っ
た
議
員
が
抜
粋
し
た
も
の
で
、

質
問
内
容
を
す
べ
て
網
羅
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
質
問
項
目

を
記
し
た
発
言
通
告
書
の
掲
載
や
映
像
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

羽
曳
野
市
議
会
で
は
、
今
後
も
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
改
革
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
引
き
続
き
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

　

末
筆
な
が
ら
、
暑
さ
も
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

熱
中
症
な
ど
お
身
体
に
ご
留
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、本
号
の
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

　
《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　
　

 

松
村　

尚
子　
　

嶋
田　

丘

　
　
　

 

外
園　

康
裕　
　

日
和　

千
賀
子

　
　
　

 

林　
　

義
和　
　

金
銅　

宏
親

　
　
　

 

樽
井　

佳
代
子

10
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
市
内
全
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

５
月
20
日
に
豊
中
市
で
朝
の
通
学

規
制
道
路
に
車
が
突
っ
込
み
、
児
童
に
大
け

が
を
負
わ
す
事
故
が
起
こ
っ
た
。
市
内
の
通

学
路
時
間
規
制
道
路
の
安
全
緊
急
対
策
は
ど

う
か
。
ま
た
交
通
規
制
課
に
市
の
道
路
規
制

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
市
内
で
車
両
通
行
規
制

が
か
か
る
場
所
は
32
カ
所
。
通
学
路
は
朝
夕

と
終
日
時
間
規
制
の
19
カ
所
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
実
態
と
照
ら
し
通
学
路
の
規
制

が
行
わ
れ
て
い
る
か
調
査
を
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
教
育
委
員
会
の
通
学
路
安
全
対
策

は
様
々
だ
が
そ
の
環
境
は
日
々
変
わ
っ
て
い

る
。
通
学
路
安
全
対
策
の
調
査
研
究
を
検
討

す
る
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

●
答
弁　

平
成
24
年
亀
岡
市
の
交
通
事
故
以

降
学
校
園
に
定
期
的
に
通
学
路
の
巡
回
、
危

険
箇
所
の
把
握
に
努
め
児
童
・
生
徒
に
周
知
・

注
意
喚
起
を
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
道
路
補

修
や
標
識
等
は
道
路
管
理
者
や
羽
曳
野
警
察

と
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。
本
年
度
よ
り
学

校
に
対
し
通
学
路
図
に
危
険
箇
所
等
を
明
記

し
、
毎
年
提
出
を
指
示
。
各
学
校
が
定
期
的

に
全
通
学
路
の
状
況
を
把
握
し
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
を
目
的
と
し
教
育
委
員
会
が
通

学
路
の
状
況
を
把
握
し
対
策
を
講
じ
る
た
め

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
年
２
回
、
警

察
、
道
路
管
理
者
、
教
育
委
員
会
、
学
校
が

校
区
を
巡
回
し
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
把
握

と
対
策
、
道
路
安
全
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

●
要
望　

八
幡
市
に
は
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
安
全
確
保
に
関
す
る
取
り

組
み
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き

点
は
関
係
機
関
と
市
通
学
路
安
全
対
策
連
絡

協
議
会
を
設
置
し
市
民
に
対
し
対
策
と
結
果

を
公
表
し
て
い
る
こ
と
。
市
と
し
て
教
育
委

員
会
主
導
で
通
学
路
安
全
対
策
連
絡
協
議
会

の
設
置
を
検
討
す
べ
き
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

《
市
役
所
全
館
に
お
け
る
ク
ー
ラ
ー
の
稼
働
時

間
に
つ
い
て
》

●
質
問　

役
所
の
ク
ー
ラ
ー
は
午
後
５
時
に

切
れ
る
。
市
民
は
朝
９
時
～
午
後
５
時
半
ま

で
と
承
知
を
し
て
来
る
が
５
時
を
過
ぎ
て
来

庁
す
る
と
「
暑
い
な
あ
ク
ー
ラ
ー
無
い
の
」

と
の
声
を
よ
く
聞
く
、
せ
め
て
開
庁
時
間
は

ク
ー
ラ
ー
の
稼
働
が
で
き
な
い
か
市
長
に
お

聞
き
す
る
。

●
市
長　

節
電
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
行

す
る
こ
と
が
大
事
。
一
方
最
後
の
30
分
間
一

気
に
執
務
室
温
度
が
上
昇
す
る
場
所
も
あ
る
。

市
民
に
も
我
慢
を
お
願
い
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
来
月
の
１
日
か
ら
午
前
９
時
～
５
時
半

ま
で
の
稼
働
を
検
討
さ
せ
る
。

●
要
望　

来
庁
す
る
市
民
に
対
し
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
な
環
境
を
提
供
で

き
る
ク
ー
ラ
ー
の
稼
働
時
間
の
実
施
を
要
望
。

《
妊
婦
健
診
費
用
の
拡
充
に
つ
い
て
》

●
質
問　

妊
婦
健
診
助
成
は
経
済
的
負
担
の

軽
減
が
目
途
だ
が
少
子
化
対
策
の
大
き
な
一

助
を
示
し
て
い
る
。
市
と
し
て
子
供
を
産
み
、

育
て
ら
れ
や
す
い
更
な
る
拡
充
を
図
る
時
期

に
な
っ
て
い
る
。
市
長
は
先
の
答
弁
で
拡
充

す
る
と
言
わ
れ
た
が
厚
生
労
働
省
の
定
め
る

14
回
健
診
11
万
６
，
８
４
０
円
に
28
年
４
月

１
日
か
ら
と
理
解
を
し
て
よ
い
の
か
。

●
市
長　

厚
生
労
働
省
が
示
す
標
準
額
ま
で

の
引
き
上
げ
を
28
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
を

す
る
の
が
望
ま
し
い
。

●
要
望　

平
成
28
年
度
は
子
育
て
支
援
が
さ

ら
に
大
き
く
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
28

年
４
月
１
日
か
ら
の
実
施
を
強
く
要
望
。

　
　委
員
長 

林
義
和︵
羽
曳
野
無
所
属
の
会
︶

　

付
託
を
受
け
た
「
平
成
27
年
度
羽
曳
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」
に
つ

い
て
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
通
院
医
療
費
の
助
成
対
象
の
拡

充
に
伴
う
印
刷
製
本
費
及
び
郵
便
料
の
追
加

の
目
的
を
尋
ね
る
質
疑
や
、
道
の
駅
・
し
ら

と
り
の
郷
に
設
置
す
る
電
気
自
動
車
の
充
電

設
備
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は
有
料
で
の
利

用
を
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
の

見
込
み
や
設
備
設
置
に
伴
う
市
の
歳
入
に
つ

い
て
尋
ね
る
質
疑
、
ま
た
海
外
帰
国
児
童
・

生
徒
適
応
指
導
講
師
謝
礼
の
追
加
の
要
因
や

概
要
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
質
疑
等
が
あ
り
ま

し
た
が
、
と
く
に
問
題
と
な
る
点
も
な
く
、

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　
　委
員
長

　吉
田
恭
輔
︵
市
民
ク
ラ
ブ
︶

　

付
託
を
受
け
た
「
羽
曳
野
市
子
ど
も
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
審
査

を
し
ま
し
た
。

　

助
成
方
法
を
医
療
機
関
へ
の
現
物
給
付

方
式
に
統
一
す
る
こ
と
に
よ
る
国
庫
補
助

金
等
の
減
額
の
見
込
み
や
、
大
阪
府
の
子

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費
補
助
金
に
か
か

る
所
得
制
限
の
本
市
へ
の
影
響
、
大
阪
府

よ
り
新
た
に
交
付
さ
れ
る
新
子
育
て
支
援

交
付
金
の
成
果
配
分
枠
に
関
す
る
こ
と
、

対
象
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

の
進
め
方
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も
国
に
対
し
国
庫
補

助
金
等
の
減
額
措
置
の
廃
止
を
働
き
か
け
る

こ
と
や
、
継
続
的
に
安
定
し
た
財
源
の
確
保

等
を
求
め
る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
件

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
の
支
援
に
資
す

る
大
き
な
前
進
と
な
る
こ
と
を
評
価
し
、
全

員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

6
月
2
日
㈫ 

○
議
会
運
営
委
員
会

               

○
幹
事
長
会
議

6
月
8
日
㈪ 

○
本
会
議
第
1
日
目

               

・
議
案
審
議

6
月
18
日
㈭ 

○
本
会
議
第
2
日
目

               

・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

               

○
幹
事
長
会
議

6
月
19
日
㈮ 

○
本
会
議
第
3
日
目

               

・
一
般
質
問
（
7
議
員
質
問
）

6
月
23
日
㈫ 

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

6
月
24
日
㈬ 

○
民
生
産
業
常
任
委
員
会

6
月
25
日
㈭ 

○
公
共
施
設
建
設
整
備
特
別
委
員
会

6
月
30
日
㈫ 

○
幹
事
長
会
議

               

○
議
会
運
営
委
員
会

               

○
本
会
議
第
4
日
目

               

・
委
員
長
報
告
等

               

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
会
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
も
と
で

の
羽
曳
野
市
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　

新
制
度
ス
タ
ー
ト
後
の
現
状
と
課

題
は
。
ま
た
、
こ
ど
も
園
の
事
業
に
つ
い
て

は
具
体
的
な
内
容
が
い
ま
だ
に
明
ら
か
で
な

い
。
こ
ど
も
園
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
、
今
後

の
計
画
、
議
論
の
到
達
は
。

●
答
弁　

現
状
と
課
題
は
①
今
年
４
月
１
日

で
の
待
機
児
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
が
、
現
在
保

育
園
の
入
所
待
ち
は
全
体
で
60
名
。
公
立
、

民
間
合
わ
せ
た
入
所
率
は
約
１
０
５
％
。
②

保
育
料
が
高
く
な
っ
た
な
ど
の
声
は
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
。
寡
婦
控
除
さ
れ
な
い
ひ
と
り

親
家
庭
は
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
あ
れ

ば
、
ひ
と
り
親
世
帯
と
し
て
の
保
育
料
適
用

を
し
て
い
る
。
③
保
育
時
間
は
、
利
用
者
の

申
請
等
に
応
じ
た
必
要
な
保
育
時
間
を
提
供

し
、
午
後
6
時
半
以
降
の
延
長
保
育
に
つ
い

て
も
従
来
通
り
実
施
。
④
学
童
保
育
は
希
望

者
全
員
入
会
で
き
た
。
今
回
の
制
度
改
正
で

拡
大
さ
れ
た
4
年
生
以
上
は
89
名
。
ク
ラ
ス

数
は
5
ク
ラ
ス
増
加
し
、
職
員
も
9
名
増
や

し
た
。
施
設
も
羽
曳
が
丘
・
恵
我
之
荘
・
丹

比
の
3
教
室
で
1
部
屋
を
新
た
に
増
や
し
、

丹
比
教
室
は
さ
ら
に
1
部
屋
を
改
修
す
る
整

備
工
事
を
夏
休
み
中
に
行
う
計
画
。
こ
ど
も

園
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
の
施
政
方
針
に

お
い
て
、
多
様
化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
新
た
な
保
育
・
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
西
部
地
区
に
お
い
て
こ
ど
も

園
の
開
設
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
平

成
27
年
度
は
（
仮
称
）
西
部
地
区
こ
ど
も
園

整
備
事
業
に
伴
う
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計

を
委
託
業
務
と
し
て
実
施
。
そ
の
中
で
施
設

の
内
容
や
運
営
の
問
題
な
ど
整
理
し
て
い
き

た
い
。
時
期
を
と
ら
え
て
現
場
や
保
護
者
、

議
会
に
も
示
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

待
機
児
童
は
６
月
時
点
で
60
名
も

あ
り
、
つ
め
こ
み
で
は
な
く
、
老
朽
化
し
た

施
設
を
建
て
替
え
る
時
に
定
員
枠
を
増
や
す
、

さ
ら
に
認
可
保
育
園
を
増
や
す
こ
と
で
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
。
ま
た
こ
ど

も
園
は
現
場
職
員
、
保
護
者
、
議
会
に
も
内

容
を
明
ら
か
に
し
、
意
見
を
聞
く
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
議
論
し

検
証
す
る
ま
で
進
め
る
べ
き
で
な
い
と
主
張
。

《
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

を
》

●
質
問　

エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
た
調
査
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。

●
答
弁　

6
月
か
ら
小
中
学
校
の
普
通
及
び

支
援
全
教
室
で
室
温
と
湿
度
の
測
定
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
整
備
概
算
コ
ス
ト
や
電
気

式
、
ガ
ス
式
整
備
の
コ
ス
ト
比
較
に
つ
い
て

業
務
委
託
し
調
査
す
る
。
今
回
の
調
査
を
踏

ま
え
て
、
整
備
事
業
に
多
額
の
財
源
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
検
討

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

最
優
先
の
学
校
の
耐
震
化
も
終
わ

る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
す
す
め
ら
れ
た
調
査

を
生
か
し
、
子
ど
も
達
へ
よ
り
良
い
学
習
環

境
を
つ
く
る
た
め
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
強
く
要
望
。

《
し
な
づ
せ
せ
ら
ぎ
の
道
に
流
水
を
》

●
質
問　

し
な
づ
せ
せ
ら
ぎ
の
道
の
河
川
に
、

夏
休
み
期
間
だ
け
で
も
水
を
流
す
考
え
は
。

●
答
弁　

少
し
で
も
流
水
期
間
を
延
長
で
き

な
い
か
、
今
年
の
流
水
設
備
の
試
運
転
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

こ
れ
ま
で
の
施
設
を
活
用
し
、
夏

休
み
期
間
中
、
河
川
に
水
を
流
す
こ
と
を
強

く
要
望
。

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て
》

●
質
問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
関

し
、
一
般
小
売
店
と
大
型
店
の
券
種
を
な
ぜ

分
け
な
か
っ
た
の
か
、
事
業
経
費
の
内
訳
、

販
売
場
所
に
つ
い
て
商
店
街
な
ど
に
協
力
を

求
め
な
か
っ
た
の
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
売

り
出
し
日
に
間
に
合
う
の
か
。

●
答
弁　

大
規
模
店
や
小
規
模
店
の
登
録
の

見
込
み
が
見
え
な
い
中
で
、
全
て
の
取
扱
加

盟
店
で
利
用
で
き
る
１
種
類
の
商
品
券
と
し

た
。
経
費
の
内
訳
は
、
国
に
申
請
し
た
交
付

金
の
う
ち
、
１
億
１
，
９
５
０
万
円
が
プ
レ

ミ
ア
ム
に
係
る
助
成
費
用
、
４
，
６
０
０
万

円
が
事
務
費
。
国
の
モ
デ
ル
で
は
事
務
費
が

約
３
割
な
の
で
、
適
切
と
判
断
し
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
７
月
下
旬
の
配
布
と
な
る

見
込
み
。
販
売
場
所
に
つ
い
て
、
市
内
の
商

店
街
で
は
、
そ
の
規
模
や
実
情
か
ら
見
て
依

頼
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

●
意
見　

商
品
券
事
業
の
目
的
は
、
地
域
内

消
費
を
喚
起
し
つ
つ
、
地
方
経
済
の
活
性
化

へ
と
導
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
答
弁
に
、

商
店
街
な
ど
に
販
売
を
依
頼
す
る
の
は
難
し

い
と
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
市
内
中
小
小
売
店

が
元
気
を
失
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
で
あ
る
な
ら
、
な
お
さ
ら
商
店
街
や
小

売
店
で
の
消
費
を
誘
導
す
る
よ
う
な
工
夫
が

必
要
だ
っ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
７
月
下
旬

に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
費
用
対
効
果
か
ら

し
て
、
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
で
十
分
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
経
費
を
プ
レ
ミ
ア
ム
分
に
転

嫁
す
れ
ば
、
さ
ら
に
発
行
冊
数
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
た
。
国
が
定
め
た
事
務
費
内
で
収

ま
っ
て
い
る
の
が
良
い
の
で
は
な
く
、
事
業

効
果
を
ど
う
高
め
る
か
で
あ
る
。

《
進
路
指
導
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　

府
教
委
は
28
年
度
か
ら
入
試
に
用

い
る
学
習
評
価
、
内
申
を
こ
れ
ま
で
の
相
対

評
価
か
ら
絶
対
評
価
に
変
え
る
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
評
定
の
基
準
を
持
っ
て
い
な
い
た

め
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
用
い
て
評

定
平
均
値
を
出
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

文
科
省
は
こ
う
し
た
方
針
に
難
色
を
示
し
、

未
だ
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
態
の
中
で
進
め
ら
れ
る
入
試
改
革
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
29
年
度
か
ら
は
英
語
の
学
力
試
験
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
見
据
え
、
英
語
教
育
を

充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
英
語
教

育
の
進
め
方
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

●
答
弁　

大
幅
な
変
更
に
よ
り
、
進
路
指
導

資
料
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の

府
教
委
の
制
度
説
明
や
他
市
町
村
の
進
路
指

導
担
当
者
と
の
連
携
が
必
須
と
な
る
。
市
教

委
と
し
て
も
、
各
校
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
な

い
よ
う
府
教
委
と
連
携
を
取
り
、
疑
問
点
や

不
備
な
ど
が
あ
れ
ば
府
教
委
に
対
し
て
意

見
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
英
語
教

育
は
今
後
の
子
ど
も
た
ち
に
大
変
重
要
な
要

素
と
認
識
し
て
い
る
。
従
来
の
読
む
、
聞
く

の
２
技
能
重
視
か
ら
、
書
く
、
話
す
を
含
め

た
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
よ
う

努
め
た
い
。

●
要
望　

入
試
改
革
に
つ
い
て
は
、
毎
年
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
府
教
委
の
制
度

設
計
が
余
り
に
性
急
。
こ
う
し
た
大
人
の
不

作
為
で
犠
牲
に
な
る
の
は
受
験
生
。
府
教
委

に
意
見
す
る
と
の
意
思
は
評
価
す
る
。
英
語

は
義
務
教
育
で
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
外
国
人
Ａ
Ｌ
Ｔ
等
、
必
要
な
人
と
お
金

を
投
入
し
て
も
ら
い
た
い
。

8



市議会だより

−市議会だより　2015.8.1−

嶋
田

　丘
（
日
本
共
産
党
）

《
電
気
料
金
値
上
げ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
》

●
質
問　

平
成
25
年
と
今
年
６
月
か
ら
の
２

回
の
電
気
料
金
値
上
げ
に
よ
り
、
ど
れ
く
ら

い
の
負
担
が
増
え
る
の
か
。

●
答
弁　

一
般
会
計
に
お
け
る
電
気
料
金

は
、
予
算
ベ
ー
ス
で
の
比
較
で
は
、
約

５
千
万
円
程
度
の
増
額
と
な
る
。

●
質
問　

２
度
に
及
ぶ
電
気
料
金
の
値
上
げ

の
中
、
市
と
し
て
電
気
料
金
の
負
担
を
抑
え

る
と
同
時
に
、
電
力
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
、

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

●
答
弁　

太
陽
光
発
電
が
注
目
さ
れ
て
い
る

中
、
丹
治
は
や
プ
ラ
ザ
と
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
２

か
所
に
設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
道
の
駅
、

石
川
プ
ラ
ザ
、（
仮
称
）
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公

園
に
設
置
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

●
質
問　

関
電
は
、
今
回
の
値
上
げ
の
理
由

に
、
原
発
の
再
稼
働
の
遅
延
に
よ
り
や
む
を

得
ず
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
と
い
っ
た
文
書

を
送
付
し
、
原
発
プ
ラ
ン
ト
の
再
稼
働
を
実

現
し
、
安
定
供
給
に
努
め
た
い
と
理
解
を
求

め
て
い
る
。
こ
の
態
度
で
は
、
自
然
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
図
れ
な
い
と
思
う

が
、
市
は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

値
上
げ
の
理
由
は
、
企
業
の
判
断

と
責
任
の
下
、
消
費
者
に
説
明
さ
れ
た
も
の
。

今
後
の
電
力
は
、
政
府
が
示
し
た
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス
案
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
全
体
の
22
～
24
％
ま
で
引
き
上
げ
る
方
針

で
あ
り
、
前
進
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る
、
負

担
増
を
和
ら
げ
る
た
め
に
自
前
の
電
気
を
つ

く
り
出
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
値
上
げ
に

対
抗
す
る
だ
け
で
な
く
、
原
発
か
ら
自
然
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
は
か
る
た
め
、

電
力
の
地
産
地
消
、
メ
イ
ド
イ
ン
羽
曳
野
を

す
す
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
中
学
校
給
食
の
改
善
を
》

●
質
問　

今
の
社
会
経
済
情
勢
の
下
で
、
共

働
き
家
庭
な
ど
が
増
加
傾
向
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
率
が
16
・
３
％
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
弁
当
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
も
時
に
は
あ
る
と
思
う
。
こ
の
状
況

を
認
識
し
た
う
え
で
、
現
在
と
っ
て
い
る
選

択
制
の
中
学
校
給
食
が
最
善
と
言
い
切
れ
る

の
か
。
必
要
な
改
善
は
、
社
会
情
勢
を
考
え

れ
ば
、
全
員
喫
食
の
中
学
校
給
食
だ
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

●
答
弁　

本
市
の
中
学
校
給
食
は
、
家
庭
の

手
作
り
弁
当
を
尊
重
し
、
持
参
で
き
な
い
生

徒
に
食
事
を
提
供
す
る
目
的
で
選
択
制
を
採

用
し
て
い
る
。
社
会
経
済
情
勢
の
下
で
、
弁

当
を
作
る
こ
と
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
ご
家

庭
に
中
学
校
給
食
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
現
時
点
で
は
、
全
員
喫
食
化
の
方
向
は

な
い
が
、
他
市
の
動
向
を
情
報
収
集
し
、
必

要
な
改
善
を
図
り
実
施
し
て
い
き
た
い
。

●
意
見　

今
の
社
会
状
況
の
下
、
家
庭
の
手

作
り
弁
当
が
基
本
と
い
う
こ
と
が
時
代
に
マ

ッ
チ
し
て
い
る
の
か
。
教
育
と
し
て
の
中
学

校
給
食
を
考
え
、
改
善
す
る
こ
と
。
す
な
わ

ち
全
員
喫
食
化
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。

《
外
環
状
線
・
西
浦
交
差
点
の
安
全
対
策
を
》

●
質
問　

外
環
西
浦
交
差
点
付
近
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
開
店
を
控
え
、
安
全
確
保

や
渋
滞
の
解
消
な
ど
で
の
対
策
が
必
要
。

●
答
弁　

右
左
折
の
３
つ
の
レ
ー
ン
を
設
け

た
り
、
水
路
へ
の
ふ
た
か
け
な
ど
で
交
通
の

流
れ
を
良
く
す
る
整
備
を
し
て
き
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
安
全
性
の
確
保
が
行
わ
れ
る
。

外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

当
市
の
対
応
は
。

特
定
空
き
家
の
認
定
基
準
を
定
め
た
当
市
独

自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
る
べ
き
か
。

当
市
独
自
の
空
き
家
等
対
策
計
画
策
定
に
伴

う
組
織
体
制
と
財
政
措
置
は
。

●
答
弁　

空
き
家
の
所
在
や
状
態
を
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
。
地
元
町
会
と
も
相
談
し
な

が
ら
空
き
家
情
報
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も

に
、
空
き
家
の
概
数
を
一
時
的
に
把
握
し
た

上
で
、
実
態
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

当
面
は
国
、
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
総
合
的
に
判
断

し
、
必
要
が
生
じ
て
き
た
と
き
に
は
市
独
自

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
導
入
も
検
討
。

計
画
策
定
は
高
い
専
門
知
識
と
業
務
経
験
の

豊
富
な
計
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
外
部
委
託

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
国
か
ら
の
財
政

支
援
措
置
の
促
進
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

本
市
の
政
策
部
局
や
財
政
部
局
と
も
十
分
協

議
を
し
な
が
ら
、
来
年
度
に
向
け
て
計
画
策

定
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
く
。

●
要
望　

来
年
度
計
画
策
定
に
向
け
て
準
備

を
進
め
る
と
の
こ
と
、
当
然
予
算
化
も
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
理
解
を
し
た
。
国
、
府

の
財
政
措
置
に
対
し
て
も
、
遺
漏
な
き
対
応

を
お
願
い
す
る
。
組
織
体
制
に
つ
い
て
も
、

計
画
策
定
や
特
定
空
き
家
認
定
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
協
議
会
の
設
置
も

ぜ
ひ
お
願
い
す
る
。
よ
う
や
く
一
定
の
方
向

性
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
迅
速
に
、

か
つ
確
実
に
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
改
め

て
要
望
す
る
。

《
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
つ
い
て
》

●
質
問　

選
挙
権
年
齢
を
20
歳
以
上
か
ら
18

歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
改
正
公
職
選
挙
法
が

成
立
し
た
。
当
市
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
。
高
校
生
に
対
し
て
も
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。
啓
発
活
動
な
ど

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

主
権
者
教
育
を
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
主
権

者
教
育
に
つ
い
て
、
現
在
義
務
教
育
の
現
場

で
は
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

●
答
弁　

有
権
者
数
が
２
，
５
０
０
人
余
り

ふ
え
る
見
込
み
。
経
費
が
ふ
え
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
若
干
の
上
積
み
に
と
ど
ま
る
。

若
い
世
代
に
投
票
権
が
付
与
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
意
見
、
思
い
が
反
映
さ
れ
や
す
い
社
会

の
仕
組
み
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
学
校

で
の
生
徒
会
選
挙
な
ど
に
、
本
物
の
投
票
箱

や
記
載
台
を
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
選
挙
へ
の
興
味
、
将
来
の
有
権
者
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

選
挙
権
の
取
得
を
知
ら
せ
、
啓
発
す
る
は
が

き
を
送
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

小
学
校
６
年
生
の
社
会
科
、
中
学
校
で
は
社

会
科
の
公
民
分
野
で
学
習
し
て
い
る
。

●
要
望　

今
回
の
18
歳
選
挙
権
へ
の
改
正
は

大
変
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
学
校
教
育
の

場
で
も
主
権
者
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
高
校
に
お
け
る
主
権
者

教
育
に
つ
い
て
は
、
選
挙
運
動
も
自
由
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
ル
ー
ル
づ
く
り
も
必
要
と

な
る
と
思
う
。
当
市
に
お
い
て
も
、
義
務
教

育
の
中
で
取
り
組
め
る
こ
と
を
さ
ら
に
検

討
、
実
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
。
各
町
会
の
防
犯
灯
を
当
市
に
お
い
て

一
括
で
管
理
で
き
な
い
か
。
庁
舎
内
の
蛍
光

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

羽
曳
野
市
内
の
防
犯
灯
は
、
町
会

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
設
置
費
用
、
電

気
代
、
修
理
代
等
の
維
持
管
理
費
用
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
町
会
等
が
管
理

し
て
い
る
防
犯
灯
は
、
設
置
時
期
一
つ
に
し

て
も
同
じ
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
取

り
替
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
町
会
等
そ
れ

ぞ
れ
が
現
在
ま
で
に
負
担
し
て
い
る
設
置
及

び
維
持
管
理
に
対
す
る
費
用
も
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。
市
が
管
理
す
る
こ
と
が
妥
当
な

こ
と
で
あ
る
の
か
、
十
分
な
研
究
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
市
管
理
の
防
犯
灯
は
中
学

校
の
通
学
路
及
び
通
行
量
の
多
い
市
道
等
で
、

付
近
に
住
宅
が
な
い
場
合
、
設
置
し
て
い
る
。

庁
舎
の
蛍
光
灯
を
交
換
す
る
と
、
多
額
の
交

換
費
用
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
内

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
庁

舎
の
あ
り
方
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
対
応
に
つ
い

て
、
ま
た
町
会
で
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、

社
会
的
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
十
分

認
識
を
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
市
で
管
理
し

て
い
る
街
路
灯
に
つ
い
て
は
、
既
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
図
っ
た
。
市
が
管
理
を
し
て
い
る
防
犯

灯
は
、
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
っ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
町
会
と
、
市
に
と
っ
て
も
、

費
用
対
効
果
が
上
が
る
最
良
の
方
法
で
研
究

検
討
を
重
ね
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
っ
て
い
く
方

向
づ
け
で
、
検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　

国
の
交
付
金
制
度
、
補
助
金
等
を

活
用
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
て
検
討
の
上
、

進
め
て
欲
し
い
。

《
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
市
道
に
お
け
る
道
路
整
備
に
つ

い
て
②
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
③
小
・
中

学
校
で
の
講
習
会
に
つ
い
て

●
答
弁　

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
最
低
で
も
２
メ
ー
ト
ル
程
度
の
道

路
幅
員
の
確
保
が
必
要
な
た
め
、
今
の
と
こ

ろ
設
置
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
標
識
が

少
な
く
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、
交
通
管
理
者
に
現
状
を
報
告
し
、
要

望
を
行
っ
て
い
く
。
自
転
車
運
転
者
講
習
制

度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
道
路
公
園
課
の
ウ

エ
ブ
ペ
ー
ジ
、
広
報
は
び
き
の
６
月
号
に
記

事
を
掲
載
し
、
７
月
号
に
も
掲
載
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
道
路
公
園
課
に
お
い
て

も
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
架
し
、
制
度
の
周
知

に
努
め
て
い
る
。
全
中
学
校
に
お
い
て
新
た

に
警
察
庁
が
作
成
し
た
啓
発
プ
リ
ン
ト
を
活

用
し
、
全
て
の
中
学
校
に
お
い
て
指
導
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。教
職
員
に
対
し
て
は
、

自
転
車
運
転
に
関
す
る
改
正
に
つ
い
て
説
明

会
を
実
施
。
各
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

へ
の
交
通
安
全
指
導
に
役
立
て
て
い
る
。
今

後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
開
催
し
て
、
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
歩
行
者
マ
ナ
ー
を
初

め
自
転
車
運
転
ル
ー
ル
及
び
道
路
標
識
の
意

味
等
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

●
要
望　

安
全
に
自
転
車
が
走
行
で
き
る
よ

う
、
今
以
上
に
道
路
を
点
検
し
、
補
修
を
要

望
。
広
報
記
事
を
も
っ
と
目
立
つ
よ
う
に
掲

載
。
自
転
車
の
通
行
可
能
な
歩
道
を
地
図
上

で
表
示
し
た
も
の
等
を
市
民
に
周
知
す
る
た

め
、
市
と
し
て
作
成
を
要
望
す
る
。

日
和
千
賀
子
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
》

●
質
問　

３
月
議
会
に
お
い
て
、
児
童
の
学

力
向
上
に
お
い
て
も
効
果
的
な
手
段
で
あ
る

と
い
う
考
え
の
上
で
、
電
子
黒
板
の
導
入
計

画
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
進
捗
状
況

は
。
現
場
の
経
験
や
電
子
機
器
の
操
作
経
験

な
ど
に
よ
り
差
が
生
じ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
先
生
方
も
多
い
よ
う
だ
が
、
研
修
方
法
は
。

●
答
弁　

夏
休
み
中
を
め
ど
に
市
内
14
小
学

校
の
高
学
年
向
け
に
各
校
２
台
ず
つ
電
子
黒

板
を
配
備
。
納
入
後
は
２
学
期
以
降
の
授
業

で
実
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
教
職
員
へ
の

研
修
を
複
数
回
実
施
す
る
予
定
。
研
修
の
内

容
と
し
て
は
、
夏
休
み
中
に
電
子
黒
板
の
基

本
的
な
操
作
。
２
学
期
以
降
の
授
業
等
で
実

際
に
使
っ
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
研
修
。

●
要
望　

文
部
科
学
省
が
行
っ
た
モ
デ
ル
事

業
よ
り
、
教
育
現
場
の
教
師
の
方
々
か
ら
の

課
題
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
教
師
一

人
一
人
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
効
果
に

大
き
な
差
が
生
じ
て
く
る
た
め
、
自
身
に
ス

キ
ル
不
足
を
感
じ
て
い
る
教
師
は
７
割
に
も

上
が
っ
て
い
る
。
教
師
と
し
て
の
長
い
経
験

を
お
持
ち
の
先
生
方
で
も
、
新
た
な
不
安
を

持
た
れ
る
こ
と
と
思
う
。
学
校
教
育
室
で
も
、

教
育
現
場
の
教
師
の
方
々
か
ら
の
課
題
に
早

く
対
応
す
る
よ
う
な
つ
な
が
り
を
常
に
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
学
校
単
位
の
差

が
生
じ
な
い
取
り
組
み
を
行
い
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
よ
り
よ
い
教
育
現
場
の
環
境
整
備

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
新
電
力
導
入
に
つ
い
て
》

●
質
問　

３
月
議
会
に
お
い
て
、
こ
と
し
１

月
に
業
者
登
録
を
受
け
た
業
者
に
お
い
て

見
積
も
り
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
見
積
も
り
を
と
ら
れ
た
効
果
額
を
。
ま

た
、
和
泉
市
の
新
電
力
導
入
後
の
効
果
額
は
。

●
答
弁　

仮
に
平
成
28
年
４
月
に
対
象
施
設

全
て
に
新
電
力
を
導
入
す
る
と
１
年
間
で
約

５
７
０
万
円
の
効
果
額
が
算
出
さ
れ
た
。
市

役
所
本
庁
舎
・
別
館
、
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
及

び
は
び
き
の
コ
ロ
セ
ア
ム
は
長
期
特
約
つ

き
契
約
で
あ
り
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に

こ
の
契
約
を
解
除
し
た
場
合
の
長
期
割
引

精
算
金
及
び
違
約
補
償
金
の
合
計
額
は
約

１
６
７
万
５
千
円
だ
っ
た
が
、
長
期
特
約
期

間
が
延
び
る
こ
と
で
そ
の
メ
リ
ッ
ト
も
精
算

す
る
必
要
が
あ
り
、
長
期
割
引
精
算
金
及
び

違
約
補
償
金
が
約
２
９
０
万
円
に
ふ
え
る
。

ま
た
長
期
特
約
期
間
が
１
年
残
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
割
引
額
が
約
１
４
０
万
円
と
な
り
、

合
計
で
約
４
３
０
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

額
が
発
生
。
１
年
間
で
約
１
４
０
万
円
の
効

果
額
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
和
泉
市

に
お
い
て
は
、
ま
だ
新
電
力
を
導
入
さ
れ
た

施
設
全
体
の
効
果
額
の
集
計
を
さ
れ
て
い
な

い
と
の
こ
と
。

●
要
望　

６
月
か
ら
電
気
料
金
の
値
上
げ
が

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
高
電
圧
で
な
い
と
こ
ろ

で
も
、
新
電
力
の
契
約
が
可
能
と
な
る
。
今

の
長
期
契
約
と
同
じ
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
各

社
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
と
き
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
情
報
の
収
集

を
行
い
、
乗
り
お
く
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
も
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
も
、
財
源

が
必
要
。
少
し
で
も
効
果
が
上
が
る
こ
と
を
ス

ピ
ー
ド
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
引
き

続
き
契
約
等
の
判
断
材
料
と
し
て
、
情
報
の
収

集
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
に
も
メ
リ
ッ
ト

を
し
っ
か
り
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
。
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樽
井
佳
代
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
で
自
治
体

の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
現
状

で
、
各
自
治
体
の
裁
量
や
力
量
が
問
わ
れ
、

ま
さ
に
市
長
の
政
治
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
、
妊
婦
健

康
診
査
助
成
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に

つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

人
口
減
少
社
会
の
対
応
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
今
年
度
中

に
行
う
。
地
方
創
生
型
の
子
育
て
支
援
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
子
ど
も
医
療
費
助

成
は
、
平
成
28
年
４
月
に
中
学
校
３
年
生
ま

で
引
き
上
げ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
妊
婦
健

康
診
査
助
成
は
、
平
成
28
年
か
ら
厚
生
労
働

省
が
示
し
て
い
る
標
準
的
な
費
用
ま
で
引
き

上
げ
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
を
も

っ
と
最
重
点
課
題
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
。

《
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

小
中
学
校
の
耐
震
化
対
策
が
平
成

28
年
３
月
末
で
完
了
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
対
策
、
電
子
黒
板
を

は
じ
め
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
、
普
通
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
、
今
後
何
を
優
先
的
に

学
校
施
設
の
改
善
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
く

と
い
う
方
針
な
の
か
。

●
答
弁　

小
中
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
中
に
耐
震
化
率
１
０
０
％
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
。
体
育
館
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
化
は
次
年
度
以
降
の
施
工
に
向
け
て

実
施
設
計
を
進
め
て
い
く
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
環
境
の
整
備
は
、
14
小
学
校
に
２

台
ず
つ
電
子
黒
板
を
配
備
で
き
る
よ
う
機
器

の
選
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
エ

ア
コ
ン
の
設
置
は
今
回
の
調
査
結
果
を
検
証

し
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

国
や
府
の
補
助
金
、
交
付
金
を
う

ま
く
活
用
し
て
教
育
環
境
に
つ
い
て
、
ソ
フ

ト
面
、
ハ
ー
ド
面
含
め
て
こ
れ
ま
で
以
上
に

さ
ら
に
充
実
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
て
今
何
を

最
優
先
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
し
っ
か
り
と
議
論
を
し
て
方
針
を
決
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
北
川
市
政
の
実
績
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
》

●
質
問　

市
長
と
し
て
の
市
政
運
営
に
対
す

る
思
い
や
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
総
括
は
。

●
市
長　

こ
の
11
年
間
、
羽
曳
野
を
再
生
す

る
、
羽
曳
野
を
元
気
に
す
る
と
い
う
志
を
も

っ
て
誠
心
誠
意
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
安
全
と
安
心
、
健
康
、
観
光
と
賑
わ

い
、
子
育
て
と
教
育
、
そ
し
て
行
革
の
さ
ら

な
る
充
実
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い

る
覚
悟
で
あ
る
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
あ
っ
て
、
人
、
文
化
を
育
み
、
歴
史
、

自
然
を
つ
な
ぐ
定
住
都
市
を
め
ざ
す
、
そ
れ

が
羽
曳
野
市
の
持
続
可
能
性
で
あ
る
と
信
じ

て
い
る
。
私
た
ち
が
先
人
の
思
い
を
受
け
と

め
、し
っ
か
り
と
歴
史
を
刻
む
覚
悟
で
あ
る
。

●
要
望　

今
後
と
も
羽
曳
野
市
の
発
展
の
た

め
に
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。
私

た
ち
議
員
も
し
っ
か
り
と
議
論
し
、
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
地
方
創
生
５
箇
年
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
》

●
質
問　

広
域
で
で
き
る
事
業
は
広
域
化
し
、

市
の
枠
組
み
で
な
け
れ
ば
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

悪
化
す
る
部
分
と
の
区
別
を
明
確
化
、
無
駄

削
減
を
行
い
、
国
に
頼
る
自
治
体
か
ら
近
隣

で
助
け
合
う
自
治
体
へ
と
転
換
す
べ
き
。
南

河
内
10
市
町
村
の
広
域
行
政
を
進
め
る
こ
と

で
人
口
減
少
社
会
に
対
抗
す
べ
き
。
そ
の
一

歩
と
し
て
観
光
行
政
一
本
化
、
南
河
内
観
光

協
会
発
足
に
よ
り
一
手
に
担
う
こ
と
で
、
１

市
で
は
で
き
な
い
南
河
内
観
光
化
が
促
進
さ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
広
域
行
政
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
柱
に
据
え
る
べ
き
。

●
市
長　

自
治
体
競
争
時
代
と
言
わ
れ
る
が

人
口
を
取
り
合
う
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
が
特
性
を
生
か
し
魅
力
を
高
め

な
が
ら
、
一
方
で
互
い
が
連
携
し
地
域
全
体

の
魅
力
や
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
大
事
。
聖
域
な
き
広
域
行
政
は
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
観
光
は
南
河
内
が
一
つ
に
な
っ

て
取
り
組
む
べ
き
と
私
自
身
も
考
え
る
。

●
要
望　

私
た
ち
は
大
き
な
分
岐
点
に
立
っ

て
い
る
。
け
れ
ど
道
は
一
つ
で
は
な
い
。
今

の
議
論
は
人
口
減
少
に
対
す
る
手
だ
て
ば
か

り
で
一
人
一
人
の
幸
福
度
に
光
が
当
た
っ
て

い
な
い
。
人
口
減
少
問
題
を
追
い
か
け
る
あ

ま
り
に
結
果
、
生
活
不
安
が
増
大
す
る
悪
循

環
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
町
で

住
み
た
い
、
子
ど
も
を
つ
く
り
た
い
と
い
う

一
人
一
人
の
幸
福
度
を
向
上
す
る
こ
と
で
人

口
増
加
の
好
循
環
に
流
れ
を
変
え
る
計
画
と

聖
域
な
き
南
河
内
自
治
体
間
の
広
域
行
政
の

拡
大
、
観
光
行
政
の
一
本
化
を
要
望
す
る
。

《
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
に
つ
い
て
》

●
質
問　

商
品
券
の
販
売
方
法
、
場
所
は
。

●
答
弁　

７
月
１
日
か
ら
10
日
間
Ｌ
Ｉ
Ｃ
、

コ
ロ
セ
ア
ム
、
陵
南
の
森
で
販
売
す
る
。

●
要
望　

販
売
場
所
が
少
な
い
。
Ｊ
Ａ
大
阪

南
の
協
力
な
ど
で
販
売
場
所
の
拡
大
を
。

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
》

●
質
問　

今
議
会
で
小
学
３
年
か
ら
小
学
６

年
ま
で
年
齢
枠
拡
大
を
図
れ
た
。
各
市
町
村

と
も
助
成
枠
が
拡
大
し
、
も
し
今
回
引
き
上

げ
て
い
な
け
れ
ば
府
下
最
低
レ
ベ
ル
に
甘
ん

じ
て
お
り
、
今
回
の
措
置
は
当
然
。
さ
ら
に

15
歳
ま
で
拡
充
検
討
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

●
市
長　

私
も
い
い
と
考
え
る
。
来
年
４
月

か
ら
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

●
要
望　

議
員
定
数
を
削
減
し
生
ま
れ
た
財

源
を
子
ど
も
医
療
費
に
あ
て
て
欲
し
い
と
い

っ
た
議
会
の
願
い
も
受
け
と
め
、
私
た
ち
大

阪
維
新
の
会
市
議
団
の
公
約
で
も
あ
っ
た
15

歳
ま
で
の
引
き
上
げ
も
視
野
に
入
る
見
込
み

に
な
っ
た
。
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

を
創
出
す
る
た
め
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
年

齢
枠
15
歳
へ
の
引
き
上
げ
を
強
く
要
望
す
る
。

《（
仮
称
）中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
が
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
銘
打

つ
に
し
て
は
施
設
整
備
が
脆
弱
。
た
だ
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
で
本
事
業
を
終
結
さ
せ
る
の

は
納
得
で
き
な
い
。
人
工
芝
化
、
ナ
イ
タ
ー

施
設
の
設
備
等
２
次
整
備
の
考
え
は
。

●
答
弁　

１
次
で
終
わ
ら
ず
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
魅
力
の
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
公
園
と
し
て
完
成
さ
せ
た
い
。

●
要
望　

素
晴
ら
し
い
環
境
で
子
ど
も
に
好

き
な
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
を
さ
せ
て
や
れ
る
か

ら
羽
曳
野
市
に
住
む
。
需
要
の
喚
起
に
政
策

を
転
換
す
べ
き
。
人
口
減
少
社
会
に
対
し
積

極
的
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
自
治
体
づ
く
り
、

初
め
の
質
問
の
地
方
創
生
に
関
わ
る
戦
略
施

策
と
し
て
今
事
業
を
位
置
づ
け
て
欲
し
い
。
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金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
若
者
の
選
挙
権
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
今
回
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
の
動
向
②
学
校
教
育
に
お
け
る
政
治

●
答
弁　

①
与
・
野
党
６
党
が
選
挙
権
年
齢

を
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
公
職
選
挙
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
衆
議
院
に
提

出
し
、
６
月
４
日
に
衆
議
院
本
会
議
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
、
17
日
に
は
参
議
院
本

会
議
に
お
い
て
も
全
会
一
致
で
可
決
成
立
と

な
り
、
こ
の
法
律
は
公
布
の
日
か
ら
１
年
を

経
過
し
た
日
か
ら
施
行
し
、
施
行
後
初
め
て

公
示
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
ま
た
は

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
か
ら
適
用
す
る
と

さ
れ
る
。

②
政
治
に
関
す
る
学
習
は
、
小
学
校
６
年
生

の
社
会
科
に
お
い
て
「
国
の
政
治
の
仕
組
み

と
国
民
の
参
加
」、
中
学
校
３
年
生
社
会
科
の

公
民
分
野
に
お
い
て
「
国
民
と
し
て
国
の
政

治
を
考
え
よ
う
」
の
単
元
に
お
い
て
学
習
を

し
て
い
る
。

●
要
望　

18
歳
、
19
歳
が
新
た
に
有
権
者
と

な
り
、
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
若
者
の
投
票

率
向
上
及
び
有
権
者
全
体
の
投
票
率
の
向
上

に
創
意
工
夫
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
望

す
る
。
教
育
委
員
会
は
、
若
者
の
政
治
参
加

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
学
校
現
場
な

ど
を
通
じ
た
主
権
者
教
育
の
充
実
が
必
要
。

私
た
ち
議
員
も
個
々
に
努
力
を
し
、
身
近
な

市
政
運
営
、
関
心
を
持
て
る
議
会
に
な
る
よ

う
な
啓
発
活
動
が
必
要
。
議
員
が
率
先
し
て

有
権
者
の
意
見
を
聞
く
機
会
の
設
定
も
重
要
。

《
水
道
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
第
５
次
水
道
施
設
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
②
水
道
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

●
答
弁　

①
平
成
21
年
度
よ
り
７
カ
年
計
画

で
、
石
川
浄
水
場
及
び
重
要
基
幹
管
路
で
あ

る
石
川
系
送
水
管
の
更
新
工
事
を
実
施
。
石

川
浄
水
場
は
45
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
た
た
め
、
安
全
で
災
害
に
強
く
安
定

し
た
給
水
の
確
保
を
目
的
に
更
新
を
行
っ
た
。

ま
た
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
降
雨
時
の
浸
水
対

策
や
停
電
時
の
自
家
用
発
電
設
備
の
充
実
に

よ
る
長
時
間
運
転
の
対
策
も
講
じ
て
い
る
。

②
施
設
の
耐
震
化
の
状
況
は
、
浄
水
施
設
は

今
年
度
、
石
川
浄
水
場
更
新
工
事
が
完
成
し

耐
震
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
浄
水
処
理

容
量
に
対
す
る
耐
震
化
率
は
71
％
で
あ
り
、

配
水
池
と
し
て
全
配
水
池
容
量
に
対
す
る

耐
震
化
率
は
55
％
で
高
い
状
況
で
あ
る
。
近

年
の
水
道
事
業
は
、人
口
減
少
や
節
水
器
具
、

節
水
の
意
識
向
上
、
地
下
水
の
利
用
等
に
よ

り
有
収
水
量
の
減
少
を
懸
念
。
石
川
浄
水
場

更
新
工
事
の
完
成
を
機
会
に
、
次
世
代
を
担

う
小
学
生
の
社
会
見
学
、
市
民
の
皆
様
を
対

象
に
し
た
見
学
会
や
市
民
講
座
な
ど
を
実

施
す
る
。
今
後
も
羽
曳
野
市
の
お
い
し
い
水

の
普
及
活
動
と
し
て
、
安
全
で
安
心
で
、
か

つ
安
定
し
た
水
の
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

東
日
本
大
震
災
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
災
害
は
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ

し
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
。
特
に
生
活
水
及
び
飲
料
水
は
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
の
と
う
と
い
命
を

救
う
た
め
の
命
の
水
で
あ
る
。
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
応
で
き
る
施

設
に
す
る
こ
と
は
羽
曳
野
市
の
責
務
。
こ

れ
か
ら
災
害
時
に
市
民
の
皆
様
が
避
難
さ

れ
る
避
難
場
所
、
防
災
拠
点
へ
の
配
水
管

の
耐
震
化
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
思
う
。

早
急
に
避
難
場
所
へ
の
配
水
管
の
耐
震
補

強
工
事
の
実
施
を
要
望
す
る
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
平
成
29
年
度
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

て
》

●
質
問　

当
市
と
大
阪
府
・
堺
市
・
藤
井
寺

市
の
４
つ
の
自
治
体
全
体
の
進
捗
状
況
、
今

後
の
規
制
、
今
年
度
の
羽
曳
野
市
の
取
り
組

み
、
峰
塚
公
園
と
茶
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理

棟
の
利
用
内
容
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向

け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
活
用
を
質
問
。

●
答
弁　

今
年
７
月
、
国
の
世
界
文
化
遺
産

特
別
委
員
会
で
審
議
、
４
つ
の
推
薦
候
補
か

ら
国
内
推
薦
資
産
１
件
が
決
定
さ
れ
、
そ
の

後
閣
議
で
正
式
決
定
さ
れ
る
。
今
回
選
ば
れ

な
か
っ
た
場
合
、
４
者
で
今
後
の
対
応
を
議

論
す
る
。
景
観
形
成
等
は
、
平
成
28
年
１
月

施
行
に
向
け
各
種
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

平
成
27
年
度
の
本
市
の
取
り
組
み
は
、
空
撮

を
含
む
Ｐ
Ｒ
映
像
の
製
作
な
ど
と
と
も
に
、

環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
。
峰
塚
公
園

の
管
理
棟
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
情
報

発
信
を
実
施
し
て
い
る
。
茶
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

管
理
棟
は
、
古
墳
を
眺
望
で
き
る
デ
ッ
キ
、

説
明
板
を
設
置
し
て
い
る
。

●
要
望　

大
阪
府
・
堺
市
・
藤
井
寺
市
と
協

力
体
制
を
一
層
強
め
る
と
共
に
、
２
つ
の
管

理
棟
に
は
常
時
災
害
時
の
対
策
も
含
め
職
員

や
ガ
イ
ド
な
ど
を
配
置
し
、
市
民
や
来
訪
者

に
開
か
れ
た
施
設
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
大
阪
都
構
想
と
二
重
行
政
に
つ
い
て
》

●
質
問　

５
月
17
日
、
大
阪
都
構
想
の
是
非

が
問
わ
れ
た
大
阪
市
民
を
対
象
に
し
た
住
民

投
票
は
反
対
多
数
の
結
果
、
大
阪
都
構
想
の

実
現
の
め
ど
は
無
く
な
っ
た
。
住
民
投
票
の

結
果
と
、
二
重
行
政
と
羽
曳
野
市
の
か
か
わ

り
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

住
民
投
票
の
結
果
、
１
万
７
４
１

票
差
で
反
対
が
多
数
と
な
り
、
大
阪
都
構
想

は
廃
案
と
な
り
議
論
は
終
結
し
た
と
認
識
し

て
い
る
。
羽
曳
野
市
と
大
阪
府
は
責
任
と
権

限
は
明
確
に
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
二
重
行

政
と
な
る
可
能
性
は
無
い
と
認
識
し
て
い

る
。

●
市
長　

市
長
と
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場

で
は
な
い
。

●
要
望　

地
方
自
治
法
に
示
さ
れ
て
い
る
羽

曳
野
市
本
来
の
仕
事
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

の
立
場
に
立
っ
て
大
阪
府
の
対
応
も
進
め
市

政
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
当
市
の
平
和
の
取
り
組
み
と
、
い
わ
ゆ
る

「
戦
争
法
案
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　

こ
と
し
の
平
和
の
取
り
組
み
の
活

動
、
今
後
の
計
画
を
質
問
。
国
会
で
は
、
今
戦

争
か
平
和
か
、
我
が
国
と
国
民
に
と
っ
て
重
大

な
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
案
の
本

質
は
、
海
外
派
兵
恒
久
法
だ
と
考
え
る
。
国

民
多
数
の
声
は
、
今
の
国
会
で
法
案
を
決
め
る

こ
と
や
法
案
そ
の
も
の
に
も
反
対
、
憲
法
９
条

を
変
え
る
こ
と
に
も
反
対
が
多
数
を
占
め
て
い

る
。
当
市
と
し
て
、
こ
の
法
案
を
ど
う
考
え
、

政
府
に
対
し
法
案
の
撤
回
、
戦
争
反
対
の
声
を

上
げ
る
時
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

本
市
の
平
和
の
取
り
組
み
は
５
月

５
日
の
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
平
和
展
を

開
催
、
４
月
29
日
に
陵
南
の
森
で
終
戦
70
年

特
別
平
和
展
を
開
催
し
た
。
核
兵
器
の
廃
絶

と
世
界
の
恒
久
平
和
は
人
類
全
体
の
願
い
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
戦
争
法
案
は
、
国
会
で
の

審
議
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

●
市
長　

安
全
保
障
関
連
法
案
は
国
会
で
意

見
が
分
か
れ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
を
遵
守

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
心
に
と
ど
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
意
見　

憲
法
を
遵
守
す
る
な
ら
、
こ
れ
に

違
反
す
る
戦
争
法
案
に
つ
い
て
、
政
府
に
対

し
反
対
の
意
思
表
示
を
示
す
時
で
あ
る
。
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松
井
康
夫
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

選
挙
に
お
け
る
世
代
別
の
投
票
率

が
示
せ
な
い
の
か
。
ま
た
投
票
率
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
や
方
向
性
は
。

●
答
弁　

世
代
別
の
投
票
率
に
つ
い
て
は
、

有
権
者
数
が
５
，
０
０
０
名
を
超
え
る
２
カ

所
で
投
票
受
け
付
け
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
２

カ
所
分
の
み
投
票
状
況
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ

を
保
有
。
受
け
付
け
事
務
の
迅
速
化
が
図
れ
、

投
票
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
も
好
評
を
得
て
い

る
が
、
１
投
票
所
に
つ
き
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

３
台
と
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
２
台
、
マ
ウ

ス
２
台
等
の
機
器
及
び
そ
の
運
用
支
援
が
必

要
。
投
票
所
全
て
に
同
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
と
な
る
と
多
額
の
経
費
が
か
か
る
。
総
務

省
で
は
、
投
票
環
境
向
上
の
た
め
、
選
挙
人

名
簿
対
照
に
つ
い
て
市
内
の
全
投
票
所
を
Ｌ

Ａ
Ｎ
で
つ
な
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え
る
よ

う
に
し
、
市
内
ど
こ
の
投
票
所
で
も
投
票
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

●
質
問　

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
一
環
と
し
て

新
た
な
ワ
イ
ン
の
ル
ー
ル
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
あ
る
と
聞
く
。
国
の
新
た
な
動

き
に
対
し
て
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

法
制
度
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
国
税
庁
で
は
、
昨
今
の
国
産
ワ
イ

ン
に
対
す
る
各
方
面
か
ら
の
要
望
を
受
け
て

ワ
イ
ン
の
表
示
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
検
討
さ

れ
て
い
る
。
市
の
対
応
と
し
て
は
、
地
方
の

小
さ
な
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
対
す
る
配
慮
と
消
費

者
に
対
す
る
内
容
の
公
表
な
ど
を
求
め
、
国

税
庁
宛
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

●
要
望　

行
政
と
し
て
は
、
生
産
者
の
立
場

と
消
費
者
の
立
場
を
十
分
認
識
し
、
羽
曳
野

市
の
特
産
物
で
あ
る
ワ
イ
ン
が
さ
ら
に
成
長

し
て
い
く
よ
う
、
広
い
視
野
と
熱
意
を
持
っ

て
継
続
し
て
支
援
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
。

●
質
問　

本
庁
舎
を
初
め
と
し
て
幼
稚
園
、

保
育
園
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
市

民
体
育
館
、
市
民
プ
ー
ル
な
ど
老
朽
化
し
た

各
公
共
施
設
へ
の
取
り
組
み
と
計
画
は
。

●
答
弁　

今
年
度
中
に
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。
内
容
は
、
市
内

の
建
物
、
道
路
、
橋
梁
、
下
水
道
等
の
公
共

施
設
の
老
朽
化
等
の
現
状
把
握
、
総
人
口
や

年
代
別
人
口
の
将
来
の
見
通
し
を
踏
ま
え
た

公
共
施
設
等
の
将
来
の
あ
り
方
、
維
持
管
理
、

修
繕
、
更
新
等
に
係
る
中
・
長
期
的
な
経
費

や
財
源
の
見
込
み
の
検
討
な
ど
。

●
質
問　

駒
个
谷
地
域
の
将
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●
答
弁　

駒
个
谷
地
域
は
土
地
利
用
に
お
い

て
も
そ
の
大
半
が
市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ

て
お
り
、
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き
区
域
と
さ

れ
て
い
る
が
、
収
穫
祭
や
軽
ト
ラ
市
を
初
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
も
地
域
を
盛
り

上
げ
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
現

在
改
定
作
業
中
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
い
か
に
盛
り
込
ん
で
い
け
る
も
の
か
、

駅
近
と
い
う
好
条
件
を
生
か
し
、
農
業
と
調

和
し
た
土
地
利
用
の
手
法
が
な
い
か
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

確
か
に
昼
間
人
口
や
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
り
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
は
な

る
も
の
の
、
地
区
の
抱
え
る
問
題
解
決
に
至

る
も
の
で
は
な
い
。
駒
个
谷
地
域
の
人
口
減

少
に
歯
ど
め
を
か
け
、
本
当
の
意
味
で
の
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
取
り
組

み
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
際
に
も
ぜ
ひ
Ｐ

Ｔ
を
立
ち
上
げ
、
課
題
解
決
に
向
け
た
議
論

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て

上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
、
調
査
研
究
費
を
予
算
計

上
し
て
い
る
が
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て
の

市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

財
源
等
の
問
題
も
あ
り
、
必
要
な

時
に
必
要
な
措
置
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
単
に
エ
ア
コ
ン
だ
け
で
は
な
く
行
政
全

般
の
中
で
今
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
今
す
ぐ
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
そ
し
て
最
少
の
こ
と
を
し

て
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
方
法
で

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
時
期
等

に
つ
い
て
は
財
源
等
も
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

●
要
望　

私
は
必
要
な
と
き
は
今
で
は
な
い

か
と
判
断
を
し
て
い
る
。
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
や
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
教
育
に

専
念
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
つ
く
り
だ
す

こ
と
が
行
政
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
と
考
え

る
。
調
査
研
究
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き

判
断
基
準
を
設
け
、
条
件
が
適
合
す
れ
ば
設

置
に
結
び
つ
く
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

き
前
向
き
に
進
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
災
害
用
避
難
物
資
の
現
状
に
つ
い
て
》

●
質
問　

災
害
用
避
難
物
資
の
備
蓄
が
大
阪

府
で
も
極
め
て
劣
っ
て
い
る
当
市
の
現
状
を

指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
食
料
品
は
Ｌ
Ｉ

Ｃ
は
び
き
の
に
保
管
を
さ
れ
て
い
た
が
現
状

の
保
管
場
所
は
。

●
答
弁　

平
成
26
年
度
の
備
蓄
物
資
は
ア

ル
フ
ァ
化
米
５
，
３
０
０
食
、
高
齢
者
食

１
０
０
食
、
粉
ミ
ル
ク
２
７
９
人
分
、
哺

乳
瓶
３
０
０
本
、
子
供
用
紙
お
む
つ
４
，

０
０
０
枚
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
２
基
な
ど

を
購
入
。
今
年
度
の
購
入
予
定
は
昨
年
同
様

の
備
蓄
物
資
に
加
え
、
高
齢
者
用
お
む
つ
や

ボ
ッ
ク
ス
型
ト
イ
レ
、
コ
ン
パ
ネ
を
購
入
予

定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
27
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、
５
年
か
ら
10
年
の
計
画
期
間
で
順

次
備
蓄
量
を
追
加
し
て
い
く
予
定
。
備
蓄
物

資
の
保
管
状
況
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
食
料

は
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
に
保
管
し
て
お
り
、
そ

の
他
の
物
資
、
資
機
材
に
つ
い
て
は
、
各
避

難
所
と
市
役
所
防
災
倉
庫
に
目
的
用
途
別
に

保
管
し
て
い
る
。

●
要
望　

物
資
が
増
え
近
隣
市
並
み
に
な
っ

て
き
た
こ
と
は
、
別
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、

よ
う
や
く
近
隣
市
同
レ
ベ
ル
と
な
り
、
物
資

の
活
用
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
が
羽
曳
野

市
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
物
資
の
配
分

を
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
ま

た
物
資
の
保
管
に
関
し
て
は
当
市
の
よ
う
な

河
川
の
多
い
地
理
的
条
件
で
は
保
管
場
所
を

分
散
型
に
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
民
の
命
を

守
る
観
点
か
ら
今
後
財
政
部
局
に
も
予
算
を

つ
ぎ
込
ん
で
い
た
だ
き
、
東
地
域
、
中
央
地

域
、
西
地
域
に
保
管
設
備
設
置
を
要
望
す
る
。

ま
た
自
助
を
高
め
る
動
き
と
し
て
、
広
報
は

び
き
の
で
毎
月
防
災
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
た
だ
き
、
毎
月
テ
ー
マ
を
変
え
市
民
の
自

助
意
識
が
高
ま
る
動
き
を
要
望
す
る
。
自
助
、

公
助
、
共
助
が
兼
ね
備
わ
っ
た
羽
曳
野
市
を

目
指
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

地
理
的
表
示
保
護
制
度
に
つ
い
て

両
副
市
長
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

一
般
質
問

3
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議案番号 件　　　名 結　果

報告 3　

　 4

　 5

　 6

　 ７

　 ８

　 ９

　10

　11

　12

　13

　14

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について

専決処分の報告について（羽曳野市税条例等の一部を改正する条例）

専決処分の報告について（平成 26 年度羽曳野市一般会計補正予算（第８号））

専決処分の報告について（平成 26 年度羽曳野市と畜場特別会計補正予算（第１号））

繰越明許費繰越計算書について

平成 26 年度羽曳野市水道事業会計継続費の繰越しについて

平成 26 年度一般財団法人羽曳野市施設管理公社の事業状況及び決算の報告について

平成 27 年度一般財団法人羽曳野市施設管理公社の事業計画及び予算の報告について

平成 26 年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について

平成 27 年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について

平成 26 年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について

平成 27 年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について

報告

承認

承認

承認

報告

報告

報告

報告

報告

報告

報告

報告

議案38　

　39

　40

　41

　42

　43

　44

　45

　46

　47

　

   48

　49

　50

　51

　52

　53

固定資産評価審査委員会委員の選任に係る同意について

羽曳野市立古市南小学校②③棟耐震補強・老朽改修工事の請負契約について

羽曳野市立高鷲中学校②棟耐震補強・老朽改修工事の請負契約について

平成 27 年度グレープヒルスポーツ公園整備工事の請負契約について

平成 27 年度（仮称）中央スポーツ公園整備工事の請負契約について

訴えの提起について

一般職の職員の給与に関する条例及び職員の厚生制度に関する条例の一部を改正する条例の制定について

羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業に係る費用負担

に関する条例の一部を改正する条例の制定について

羽曳野市子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について

羽曳野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

平成 27 年度羽曳野市一般会計補正予算（第１号）

平成 27 年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第１号）

平成 27 年度羽曳野市公共下水道特別会計補正予算（第１号）

平成 27 年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第１号）

同意

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

原案可決

即日原案可決

原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

  諮問 1　 人権擁護委員の推薦について 同意

  意見 4 認知症への取り組みの充実強化に関する意見書 即日原案可決

 第２回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　× 反対

議 案 等

番　  号

会派名 市民クラブ 日本共産党 公明党 大阪維新の会 自由民主党
議員団

羽曳野
無所属の会 

議
員
名

         

結 

果

花
川

　雅
昭

金
銅

　宏
親

樽
井
佳
代
子

吉
田

　恭
輔

広
瀬

　公
代

嶋
田

　
　丘

笹
井
喜
世
子

若
林

　信
一

外
園

　康
裕

笠
原
由
美
子

通
堂

　義
弘

田
仲

　基
一

日
和
千
賀
子

上
薮

　弘
治

松
村

　尚
子

松
井

　康
夫

今
井

　利
三

林

　
　義
和

報告 4 承認 議 

長
○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 45 即日原案可決 ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○

※花川雅昭議員は、議長職のため採決には加わらず
　松井康夫議員は、体調不良により早退したため採決に参加なし（議案第 45 号）
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平
成
27
年
第
2
回
定
例
会
報
告

　
　
　
　一
般
質
問
・
各
委
員
会
報
告
等

　

平
成
27
年
第
2
回
定
例
会
は
、
6
月
8

日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
23
日
の
会
期
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
12
件
の
報
告
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
16
件
の
議

案
、
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
強
化

に
関
す
る
意
見
書
1
件
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。
審
議
結
果
と
13
名
の
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
及
び
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査
内
容
等

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
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